
人のうごき
（22．10．1 現在）

世帯数�10,209� －4
人　口�22,953�－30
 （男）� 10,771�－12
 （女）� 12,182�－18

9 月 中 の
異動状況

出生�11
死亡�27
転入�39
転出�53

今月の主な内容
●定住自立圏共生ビジョン制定
●みんなで創ろう
　　　　　人権のまち

●文教センターだより

 
・・・8

・・・・・・・・・19

・・・・・20～22

10月3日に行なわれたまちづくり意見交換会 西沢立衛氏（左）と妹島和世氏（右）　撮影：岡本隆史氏

世界的建築家　妹島和世氏　西沢立衛氏　から街の活性化にアドバイス

妹島和世氏　西沢立衛氏の略歴
 1995年ＳＡＮＡＡ設立。2004年
に「金沢21世紀美術館」、2006年
に「海の駅なおしま」などを手がけ
た。2010年には建築界のノーベ
ル賞といわれているプリツカー賞を
受賞している。

せじまかずよ にしざわりゅうえ

広報すくも
2 0 1 02 0 1 0

No.520No.520
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②

水
道
課
休
日
夜
間
等
の
連
絡

先
に
つ
い
て

　
休
日
、
祝
日
の
８
時

３０
分
〜

１７

時
１５
分
は
、
水
道
課
（
蕁
６
３
―

３

５
５
２
）
の
日
直
が
対
応
し
ま
す
。

　
右
記
以
外
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

本
庁
舎
（
蕁
６
３
―

１
１
１
１
）
の

宿
直
が
対
応
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
水
道
課

　
蕁
６
３
―

３
５
５
２

大
島
小
学
校
耐
震
補
強
工
事

が
完
成
し
ま
し
た

　
５
月
か
ら
進
め
て
き
た
大
島
小

学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
校
舎
（
東
端
増
設
部
分
除

く
）
は
昭
和

４５
〜

４６
年
に
建
築
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
耐
震
診
断
の

結
果
を
踏
ま
え
、
将
来
予
想
さ
れ

る
大
地
震
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
、
外
壁
南
・
北
面
に

鉄
骨
枠
付
き
ブ
レ
ー
ス
補
強
、
１

階
に
壁
増
設
補
強
、
各
階
の
柱
に

炭
素
繊
維
補
強
を
し
ま
し
た
。

総
工
事
費

　
１
億
５
、７
５
０
万
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課
学
校
再
編
係

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

児
童
扶
養
手
当
（
父
子
家
庭

に
も
拡
大
）
申
請
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

　
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

２２
年
８

月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
も
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
福
祉
事
務
所
ま

で
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

 
１１
月

１６
日

（火）

 
１３
時
〜

１５
時

場
　
所

 
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
小
筑
紫
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

 
松
岡
陽
一

 
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―

１
１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

 
福
田
延
治

 
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

　
８
時

３０
分
〜
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

　
楠
山
公
園
ト
イ
レ
前
駐
車
場

＊
作
業
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。（
手
袋
持
参
）

＊
剪
定
ば
さ
み
、
の
こ
ぎ
り
は
当

方
で
若
干
の
用
意
が
あ
り
ま
す
。

＊
昼
食
と
作
業
後
の
慰
労
会
を
簡

単
で
す
が
当
方
で
用
意
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
楠
山
地
区
長
　

蕁
６
４
―

７
０
３
７

市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
2
0
1
0

景
品
付
き
協
賛
券
　

当
選
番
号

の
発
表

　
当
選
番
号
は
協
賛
券
裏
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
、
宿
毛
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

宿
毛
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
宿
毛

商
工
会
議
所
ま
た
は
、http://w

w
w

.
sukum

o-print.co.jp/m
obile/m

atsuri/

で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
協
賛
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
商
工
会
議
所

　
蕁
６
３
―

３
１
２
３

〜
見
過
ご
す
な

　
幼
い
子
ど
も
の
　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
〜

　
１１
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
方
や
、
出
産
や

育
児
に
関
す
る
事
で
の
ご
相
談
は

市
役
所
窓
口
も
し
く
は
児
童
相
談

所
に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

・
宿
毛
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
蕁
６
３
―

１
１
４
７

・
高
知
県
幡
多
児
童
相
談
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

３
５
５
０

梅
の
木
剪
定
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
梅
の
１
年
は
秋
の
剪
定
で
終
わ

り
ま
す
。
こ
の
作
業
は
来
年
の
開

花
、
収
穫
に
も
つ
な
が
る
大
切
な

作
業
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　日
　
時

　
１１
月

２８
日

（日）

情

報

コ

ー

ナ

ー

11月

霜  月
November
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有料広告

電話 65－0005　携帯 090－4336－0099

全4台体制で幅広くマルチに対応

日本
初 ストレッチャータクシー

宿毛に登場！
〈生体専用車〉点滴・酸素のままでの
移動もＯＫです。（交流100V電源有）

ご予約を
優先します。

ひまわり　タクシー400円
初乗り

西町地域新興住宅入居者募集部屋配置図（立面）

2号棟

階
　
　
　
段

階
　
　
　
段

階
　
　
　
段

406

306 305

504

304

105

階
　
　
　
段

403

503 502

402

302

401

5階

4階

3階

2階

1階106

成
人
式
の
ご
案
内

　
平
成

２３
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
平
成

２３
年
１
月
９
日

（日）

受
　
付

　
１２
時

３０
分
〜

１３
時

２０
分

式
　
典

　
１３
時

３０
分
〜

記
念
撮
影

　
１４
時
〜

交
流
会

　
１５
時
〜

１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

該
当
者

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
宿
毛
市
に
住
民
票
の
あ

る
方
も
し
く
は
父
母
（
保
護
者
）

の
住
所
が
宿
毛
市
に
あ
る
方
。

申
込
方
法

・
平
成

２２
年

１１
月

１６
日
現
在
、
宿

毛
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、

往
復
は
が
き
で
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

・
宿
毛
市
に
住
民
票
の
な
い
方
は
、

電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

メ
ー
ル
記
載
内
容

本
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生

年
月
日
・
現
住
所
・
電
話
番
号

及
び
、
保
護
者
の
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
住
所
・
電
話
番
号

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
さ
れ
た
方

に
は
、
確
認
の
メ
ー
ル
を
お
送

り
し
ま
す
。

申
込
締
切

　
１２
月

１６
日

（木）

　
成
人
式
で
の
交
流
会
を
企
画
実

行
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

（
新
成
人
に
限
り
ま
す
。）

　
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
（
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

　
薑
６
３
｜

３
３
９
４

　
薨
６
３
｜

２
６
１
８

　
✉gakusyuu@

city.sukum
o.kochi.jp

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
西
町
団
地
（
西
町
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ
　

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ
　

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
１１
月

１０
日

（水）
〜

１１
月

２６
日

（金）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
１１
月

２４
日

（水）
〜

１１
月

２６
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅

入
居
者
募
集

所
在
地

　
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ

　
（
６
帖
×
２
、
４
帖
半
）

構
　
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建

て
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式

　
定
期
借
家
方
式
２
年
更
新
　
　

家
　
賃

　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費

　
２
、０
０
０
円

駐
車
場

　
１
、０
０
０
円

（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
金

　
９
０
、０
０
０
円

（
家
賃
×
３
ケ
月
）

募
集
戸
数

　
１３
室
（
全
室
リ
フ
ォ
ー
ム
済
み
）

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

受
付
期
間

　
随
時
受
付

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

不
動
産
無
料
相
談

〜
土
地
・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
方
へ
〜

　
高
知
県
建
物
取
引
業
協
会
の
専

任
相
談
員
が
、
苦
情
の
受
け
付
け

だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
不
動
産

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
相
談

業
務
を
行
い
、
住
ま
い
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
誠
意
を
持
っ

て
お
答
え
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（木）
　

１３
時
〜

１６
時

場
　
所

四
万
十
市
中
央
公
民
館
３
階
研

究
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
建
物
取
引
業
協
会
幡
多

支
部

　
蕁
０
８
８
０
―

３
７
―

１
５
２
０



④

家
族
で
考
え
よ
う
食
生
活
！

〜
糖
尿
病
予
防
五
つ
の
探
検
〜

　
糖
尿
病
は
、
生
活
習
慣
病
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
家
族
で
食
生
活
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
糖
尿
病
週
間
（

１１
月
８
日
〜

１４
日
）

に
あ
わ
せ
、
食
に
関
係
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１３
日

（土）

　
１０
時
〜

１７
時

場
　
所

フ
ジ
グ
ラ
ン
四
万
十
２
階
　
特

設
会
場

　
（
四
万
十
市
具
同
２
２
２
２
）

主
　
催

幡
多
福
祉
保
健
所
管
内
栄
養
士

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
幡
多
福
祉
保
健
所

探
検
1

私
の
夕
食
さ
っ
と
探
検
（
あ
な

た
が
選
ん
だ
食
事
を
さ
っ
と
パ

ソ
コ
ン
で
計
算
し
ま
す
。）

探
検
2

お
い
し
く
食
べ
て
太
ら
な
い（
秘

密
、
秘
密
、
会
場
で
そ
っ
と
お

話
し
ま
す
。）

探
検
3

赤
鉄
橋
、
行
っ
て
帰
っ
て
こ
れ

ぐ
ら
い
！
（
赤
鉄
橋
歩
行
と
同
じ

食
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

探
検
4

 
食
べ
物
情
報
コ
ー
ナ
ー

〜
知
っ
て
得
す
る
食
品
の
豆
知

識
〜

探
検
5

 
も
っ
と
野
菜
を

〜
１
・
２
・
３
で
で
き
る
簡
単

レ
シ
ピ
の
紹
介
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
福
祉
保
健
所
栄
養
士
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

５
９
７
３

モ
ラ
ロ
ジ
ー
１
日
セ
ミ
ナ
ー

『
心
が
つ
く
る
人
生
』

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（木）

　
１９
時

３０
分
〜

２１
時

３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

講
　
師

　
譛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

 
社
会
教
育
講
師

　
下
元
富
子
（
四
万
十
町
）

参
加
費

　
無
　
料

主
　
催

　
モ
ラ
ロ
ジ
ー
宿
毛
事
務
所

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

献
血
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
！

〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に

備
え
て
在
庫
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
〜

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
献
血
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
使
用
す
る
血
液
の

量
は
年
間
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
定
で

あ
る
の
に
対
し
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
、
冬
場
は

体
調
を
崩
す
方
も
多
く
、
血
液
不

足
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
約

６５
％
の
献
血
者
の
方

が
、
年
間
１
回
の
献
血
に
留
ま
っ

て
お
り
、
年
間
に
２
回
以
上
い
た

だ
け
る
と
、
安
定
供
給
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
冬
場
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
１１
月
は
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

２４
日

（水）

場
　
所

　
ｅ
Ｖ
ｅ
宿
毛
店

受
付
時
間

　
１２
時

３０
分
〜

１７
時

◎
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

に
、
玉
子
１
パ
ッ
ク
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

ピ
ア
ふ
れ
あ
い
２１

障
害
者
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流

　
幡
多
・
高
幡
地
区
に
あ
る

１１
の

知
的
障
害
児
者
施
設
が
宿
毛
に
集

い
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一

般
市
民
の
方
々
に
施
設
や
利
用
者

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
施
設
紹
介
や
展
示
即
売
模
擬
店

を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

２０
日

（土）

　
１０
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

主
　
催

　
高
知
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

内
　
容

模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
、

ぽ
ん
ま
め
、
串
焼
き
、
わ
た
が
し

等
）、即
売
（
花
、木
工
製
品
、野
菜

等
）、片
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
演
奏

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
授
産
園

　
蕁
６
３
―

５
６
５
１

子
育
て
講
演
会

日
　
時

　
１１
月

２５
日

（木）

　
１４
時

２０
分
〜

１５
時

３０
分

場
　
所

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
小
会
議
室

講
　
師

　
に
い
や
歯
科
医
院

　
新
谷
泰
司
　
先
生

内
　
容

「
フ
ッ
素
で
か
し
こ
く
　
む
し
歯

予
防
」
　
　
　
　

乳
歯
を
健
康
に
保
つ
こ
と
は
、

丈
夫
な
永
久
歯
を
作
る
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
む
し
歯
予
防
は
、

食
生
活
と
歯
磨
き
が
と
て
も
大

切
で
す
が
、
フ
ッ
素
を
上
手
に

使
う
と
歯
の
質
を
強
く
し
た
り

虫
歯
菌
の
活
動
を
抑
え
た
り
さ

ら
に
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

む
し
歯
を
作
っ
て
か
ら
歯
医
者

さ
ん
に
治
療
に
行
く
子
育
て
を

見
直
し
、
歯
医
者
さ
ん
と
と
も

に
む
し
歯
を
作
ら
な
い
食
生
活

や
フ
ッ
素
の
活
用
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
健
康
指
導
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

400裨献血をお願いします。
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遠くても安心の料金。 初乗り

090－7623－1002
蕁0880－63－3306

TEL 0880－63－5587／FAX 0880－63－5647www.ogawa-marine.com

高知県宿毛市坂ノ下1023－37

 海事代理士 小川恵理奈オガワマリンサービス

ボート免許教室,随時開催中！

更新講習の受付、始めました！

2級 学科講習・実技講習 11／6踞 蛔 国家試験 11／21跣
水上オートバイ、湖川小出力限定もあります。日程をお問合せ下さい。

（実技講習の日程は、人数により変更になることがあります。臨時での試験も開催できます。ご相談下さい。）

試験と全く同じ艇、同じ水面で実技講習が受講できます！

☆2級 ￥69,700　☆進級 ￥34,000　（試験料、講習料、申請料等こみ）

先
人
の
智
慧
・
九
星
気
学
か

ら
学
ぶ
2
0
1
1
年
を
幸
せ

に
生
き
る
方
法

日
　
時

　
１２
月
５
日

（日）

　
１４
時
〜

１６
時

場
　
所

　
秋
沢
ホ
テ
ル
２
階

講
　
師

　
気
学
・
メ
ン
タ
ー
講
師

　
貝
瀬
公
弥
　

氏

　
（
㈱
ク
ロ
ー
バ
ー
代
表
取
締
役
）

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具

定
　
員
　

５０
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
秋
沢
ホ
テ
ル

　
蕁
６
３
―

２
１
２
９

無
料
人
権
相
談

日
　
時
　
　

　
１２
月
７
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所
　
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
２

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・

登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故
等
。

主
　
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　
人
権
推
進
課
　

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

人
権
作
文
発
表
会

　
市
内
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
人
権
に
つ
い
て
の
意
見
発

表
会
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
９
日

（木）

　
１３
時

３０
分
〜

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、

１０
月

２５
日

（月）
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成

２２
年

６
月

１６
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方
で
す
。

請
求
受
付
期
間

平
成

２２
年

１０
月

２５
日

（月）
〜
平
成

２４
年
３
月

３１
日

（木）

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
よ
り
請
求
書
類
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金

担
当
（
平
日
９
時
〜

１８
時
）

　
蕁
０
５
７
０
―

０
５
９
―

２
０
４

　（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
蕁

０
３
―

５
８
６
０
―

２
７
４
８
）

地
球
に
や
さ
し
い
電
話
帳
を

つ
く
る
た
め
、
古
い
電
話
帳

の
回
収
に
ご
協
力
を

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
地
球
に

や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
新

し
い
電
話
帳
を
お
届
け
す
る
際
に

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
、
そ
れ
を

新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
に
す
る

『
電
話
帳
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ

イ
ク
ル
』
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
１１
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
し
た
際
に
は
、
配
達
員
に
今
ま

で
お
使
い
に
に
な
っ
た
古
い
電
話

帳
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お

届
け
し
た
際
に
ご
不
在
の
場
合
は
、

後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
薔
０
１
２
０
―

５
０
６
―

３
０
９

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共

制
度

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済

手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
時

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
　
金
　
日
額
３
１
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
退
共
高
知
支
部

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

６
１
８
１



⑥

寄
付
の
お
礼

　
山
本
浩
司
様
（
宿
毛
市
片
島
）

か
ら
、
一
般
寄
付
金
を
頂
き
ま
し

た
。

　
市
の
事
業
に
有
意
義
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

母
子
保
健
家
族
計
画
事
業
功

労
者
表
彰
（
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
元
母
子
保
健
推
進
員
会
長
森
下

ヒ
デ
子
さ
ん
が
、
母
子
保
健
事
業

に
永
年
従
事
し
、
著
し
い
功
績
の

あ
っ
た
方
と
し
て
、

１１
月

１１
日
、

さ
い
た
ま
市
に
お
い
て
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

秋
の
宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
美
し
く
す
る
」
取
り
組
み
と

し
て
本
年
２
回
目
と
な
る
市
民
総

参
加
の
清
掃
活
動
を
市
内
各
地
で

実
施
し
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
美
化

に
対
す
る
意
識
、
ご
み
を
捨
て
な

い
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、
市
民

に
よ
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１４
日

（日）

　
※
小
雨
決
行

　
（
荒
天
の
場
合
は

１１
月

２１
日
）

実
施
場
所

国
道
、
県
道
、
市
道
、
生
活
道
、

河
川
、
海
岸
、
公
園
ほ
か

作
業
内
容

清
掃
（
空
き
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
ご
み
拾
い
、
植
樹
帯

の
草
引
き
ほ
か
）
、
不
法
投
棄

の
回
収

※
実
施
内
容
等
は
各
地
区
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
地
区
回
覧
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
す
く
も

１０
月
号

２０
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
し
た
花
尾
君
の
氏
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

花
尾
康
哉
君
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

宿
毛
工
業
高
校

「
国
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動

　
本
活
動
は
「
開
か
れ
た
学
校
推

進
事
業
」
と
し
て
、
国
道

５６
号
線

宿
毛
駅
か
ら
有
岡
駅
の

１４
㎞
区
間

を
参
加
生
徒
と
連
携
団
体
、
地
域

の
ご
協
力
に
よ
り
清
掃
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ

ー
当
日
、
合
同
実
施
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
環
境
問
題
に
関
心
を

深
め
、
環
境
保
護
の
啓
発
に
つ
な

げ
る
本
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１４
日

（日）
　
９
時
〜

１２
時

集
合
場
所

　
宿
毛
工
業
高
校
玄
関
前

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
立
宿
毛
工
業
高
校

　
教
育
環
境
部
（
福
井
　
玲
）

　
蕁
６
６
―

０
３
４
６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

 
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事

業
は
、
宝
く

じ
収
益
金
を

財
源
に
、
譛

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
普
及

広
報
事
業
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し

て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
さ
く
ら
が
丘
地
区

と
高
砂
地
区
の
屋
外
放
送
施
設
整

備
と
和
田
地
区
の
御
輿
整
備
お
よ

び
宿
毛
市
の
イ
ベ
ン
ト
用
備
品
整

備
に
助
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
用
備
品
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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ご冥福をお祈りします

和田

平田町戸内

有田　徳光

井上ムツコ

56�

95

お誕生おめでとう
（平成22年9月受付分） （平成22年9月受付分）

山奈町山田

押ノ川

高砂

高砂

浜辺　莉瑚

池ノ上日愛

斉藤　妃花

秋月　颯太

欣子

佳子

忠男

大吾

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

はまべ り　こ

いけのうえ ひより

さいとう ひ　な

あきづき そうた

１１
月
１２
日

（金）
〜
２５
日

（木）
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
る
運
動
」
の
実
施
期
間
で
す

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
上
で
解
決
す
べ
き
重

要
な
課
題
で
す
。
こ
の
運
動
を
き

っ
か
け
と
し
て
暴
力
や
人
権
侵
害

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
り
の
誰

か
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
に
は
、

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
電
話

　
蕁
０
８
８
―

８
３
３
―

０
７
８
３

　
平
日
　
　
　
　
　

９
時
〜

２２
時

　
土
・
日
・
祝
日
　

９
時
〜

２０
時

　
（
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
）

▼
身
の
危
険
を
感
じ
る
等
の
緊
急

の
場
合
に
は
、
一
一
〇
番
通
報
・

宿
毛
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る

生
命
（
損
害
）
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
年
金
税
務
上
の
取

り
扱
い
の
変
更

　
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
や
損
害
保
険
契
約
等

に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取
り
扱

い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

高
知
県
暴
力
団
排
除
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

・
県
は
、
公
共
工
事
な
ど
の
県
の

す
べ
て
の
事
務
・
事
業
か
ら
暴

力
団
を
排
除
し
ま
す
！

・
学
校
や
図
書
館
な
ど
の
施
設
か

ら
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内

で
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
・
運

営
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
！

〈
罰
則
〉

・
事
業
者
は
、
暴
力
団
の
威
力
を

利
用
す
る
目
的
な
ど
で
暴
力
団

員
等
に
金
品
を
渡
す
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
す
！
〈
勧
告
・
公
表
〉

・
不
動
産
所
有
者
や
宅
建
業
者
な

ど
は
、
暴
力
団
事
務
所
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
不
動

産
取
引
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ

れ
ま
す
！
〈
勧
告
・
公
表
〉

・
祭
礼
な
ど
の
行
事
主
催
者
は
、

露
店
出
店
者
が
暴
力
団
員
等
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
露
店
を

出
店
さ
せ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ

ま
す
！
〈
勧
告
・
公
表
〉

施
行
日
　
平
成

２３
年
４
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対

策
課
暴
排
第
２
係

　
蕁
０
８
８
―

８
２
６
―

０
１
１
０

新
た
な
免
許
証
の
発
行
が
開

始
さ
れ
ま
す

　
高
知
県
で
は
、
新
た
な
様
式
の

運
転
免
許
証
の
交
付
を

１１
月
下
旬

頃
か
ら
順
次
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
運
転
免
許
証
と
の
変
更
点
、

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
免
許
証
の
全
国
導

入
に
伴
う
本
籍
欄
の
削
除

・
改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
に
伴

う
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
欄
の

設
置

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
９
３
―

１
２
２
１

学
校
法
人
栄
光
学
園
認
定
こ
ど
も
園

宿
毛
幼
稚
園
・
聖
ヶ
丘
保
育
園

平
成
２３
年
度
　
園
児
募
集

募
集
人
員

　
５
歳
児
　

２０
名

　
４
歳
児
　

１０
名

　
３
歳
児
　

２０
名

　
２
歳
児
　

１５
名

　
１
歳
児
・
０
歳
児
　
若
干
名

　
（
０
歳
児
は
生
後
６
ヶ
月
〜
）

出
願
方
法

１１
月

１６
日

（火）
よ
り
、
事
務
室
に

て
願
書
を
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間

・
平
成

２２
年

１１
月

１６
日

（火）
〜

　
平
成

２３
年
１
月

１４
日

（金）

・
平
成

２３
年
１
月

２４
日

（月）
以
降
は
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
。

面
接
日

　
平
成

２３
年
１
月

２２
日

（土）

　
９
時

３０
分
〜

体
験
入
園
・
園
概
要
説
明

１１
月

１６
日

（火）
９
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分
は
「
英
語
で
遊
ぼ
う
」
の

見
学
が
で
き
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、

１１
月

１１
日

（木）
ま
で
に
、

お
電
話
か
Ｆ
ａ
ｘ
（
氏
名
・
連

絡
先
・
生
年
月
日
を
記
入
）
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
幼
稚
園

　
薑
６
３
―

２
９
１
４

　
薨
６
３
―

２
６
１
６



⑧

　宿毛市は、四万十市との複眼型中心市として、平成２２年８月３１日に「幡多地域定住自立圏共生ビジョン」
を策定しました。
　定住自立圏共生ビジョンは、定住自立圏構想に基づき、定住自立圏形成協定の締結により形成された圏域を
対象として、圏域の将来像や、協定に基づき推進する具体的な取組みを記載したものです。

○生活機能の強化

【共生ビジョンに掲載した主な具体的事業（取組み）】

【問い合わせ先】　企画課　蕁６３－１１１８

「定住自立圏構想」とは？
人口５万人程度の市を「中心市」（宿毛市は四万十市との複眼型中心市）として、周辺の市町村と協定に
より圏域を形成し、医療や産業振興、交通といった機能を役割分担し、互いに連携・協力することで、圏
域全体として「定住」のための暮らしに必要な機能を確保し、「自立」のための経済基盤や地域の誇りを
培い、地域全体の活性化を図っていく構想です。

○結びつきやネットワークの強化

○圏域マネジメント能力の強化

・医　療・・・高度医療・地域医療ネットワークの充実

　　①地域連携クリニカルパス事業　　　　②電子カルテ情報の公開（共有化）事業

　　③適正受診啓発事業　　　　　　　　　　ほか　　　　　　　　　　全１１事業

・産業振興・・・滞在型・体験型観光の推進

　　①幡多地域観光圏整備事業　　　　　　②観光資源活用・賑わい創出事業

　　③幡多広域観光協議会組織強化事業　ほか　　　　　　　　　　　　全　４事業

・教育・文化・・・図書館ネットワークの構築

　　①図書館システム整備・管理運営事業　②図書館横断検索システム導入事業

　　③図書館相互貸借促進事業　ほか　　　　　　　　　　　　　　　　全　４事業

・地域公共交通・・・地域公共交通ネットワークの構築

　　①高知西南地域公共交通活性化・再生総合事業

　　②土佐くろしお鉄道経営助成基金造成事業

　　③宿毛佐伯航路運行経費支援事業　ほか　　　　　　　　　　　　　全　６事業

・ＩＣＴインフラ整備・・・情報通信ネットワークの整備促進

　　①ＩＣＴインフラ整備事業　　　　　　②ＣＡＴＶ事業経営安定化支援事業

　　③ＩＣＴ利活用研究等事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　３事業

・人材の育成・交流と外部からの人材の確保

　　①幡多広域観光協議会専門家招へい事業　ほか　　　　　　　　　　全　２事業

定住自立圏共生ビジョンを策定しました！定住自立圏共生ビジョンを策定しました！



広報すくも  2010.11⑨

日
　
時

　
平
成
２３
年
１
月
１５
日
（土）

　
１８
時
３０
分
（
１８
時
開
場
）

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
販
売

　
１１
月
８
日
〜

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

生
涯
学
習
課（
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

ほ
か

入
場
料
（
全
席
指
定
）

　
Ｓ
席
　
４
、０
０
０
円

　
Ａ
席
　
３
、０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
半
額
。
当
日

券
は
５
０
０
円
増
。
未
就
学

児
の
入
場
不
可
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
生
涯
学
習
課

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

開
催
日

　
平
成
２３
年
１
月
１６
日
（日）

※
雨
天
の
場
合
は
、
１
月
２２
日
（土）

に
延
期

受
付
時
間

・
観
自
在
寺
〜
延
光
寺
コ
ー
ス
　

　
６
時
〜
６
時
３０
分

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
延
光
寺
コ
ー
ス

１１
時
３０
分
〜
１２
時

集
合
場
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

健
康
で
完
歩
で
き
る
体
力
に
自

信
の
あ
る
方
（
但
し
、
小
学
生

以
下
の
参
加
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
）

参
加
料

　
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

定
　
　
員

・
観
自
在
寺
〜
延
光
寺
コ
ー
ス
　

　
１
５
０
人

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
延
光
寺
コ
ー
ス

　
５
０
人

※
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

コ
ー
ス

・
観
自
在
寺
〜
延
光
寺
コ
ー
ス

　（
約
２８
㎞
）

７
時
３０
分
出
発
（
観
自
在
寺
）

↓
松
尾
峠
↓
貝
塚
↓
１６
時
３０
分

到
着
（
延
光
寺
）
↓
（
咸
陽
島
）

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
延
光
寺
コ
ー
ス

　（
約
１３
㎞
）

１２
時
出
発
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

↓
錦
↓
貝
塚
↓
１６
時
３０
分
到
着

（
延
光
寺
）
↓
（
咸
陽
島
）

※
観
自
在
寺
出
発
の
方
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
集
合
後
バ
ス
に
て
観

自
在
寺
へ
移
動
し
ま
す
。
両
コ

ー
ス
と
も
延
光
寺
に
着
後
、
希

望
者
は
咸
陽
島
ま
で
バ
ス
で
送

り
、
そ
の
後
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
送
り
ま
す
。

申
込
方
法

所
定
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
参
加
料

を
添
え
て
（
直
接
持
参
・
現
金

書
留
・
郵
便
為
替
）
宿
毛
市
総

合
運
動
公
園
ま
た
は
宿
毛
文
教

セ
ン
タ
ー
内
生
涯
学
習
課
へ
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

　
１１
月
８
日
（月）
〜
　

そ
の
他

お
弁
当
、
飲
み
物
等
は
各
自
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
雨

具
、
帽
子
、
防
寒
具
、
健
康
保

険
証
な
ど
、
各
自
必
要
と
思
わ

れ
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
靴
や

服
装
等
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

完
歩
後
、
完
歩
証
を
贈
呈
し
、
お

接
待
を
す
る
予
定
で
す
。
地
震
・

風
水
害
・
降
雪
・
事
件
・
事
故
・

疫
病
等
や
自
己
都
合
に
よ
る
キ

ャ
ン
セ
ル
、
ま
た
は
過
剰
入
金
・

重
複
入
金
の
際
の
参
加
料
返
金

の
有
無
・
額
等
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
主
催
者
が
判
断
し
決
定

し
ま
す
。
時
間
制
限
を
１６
時
３０
分

延
光
寺
到
着
と
し
ま
す
。

時
間
制
限

ま
で

に
到

着
し

な
か
っ

た
方
は
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を

中
止
し
て
ス
タ
ッ

フ
の
車
で
移
動

し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
体
育
事
業
係

　
〒
７
８
８
―

０
７
８
５

宿
毛
市
山
奈
町

芳
奈
４
０
２
４

番
地
（
総
合

運
動
公
園
内
）

　
薑
６
６
―

１
４
６
７

　
薨
６
６
―

１
４
６
８

　
世
界
的
ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ
岡
本
知
高
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
公
演
を
行
い
ま
す
。
聴
く
者
を

魅
了
す
る
「
奇
跡
の
歌
声
」
を
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
翌
日
に

は
、
宿
毛
花
へ
ん
ろ
ウ
ォ
ー
ク
も
開
催
し
ま

す
。
魅
力
あ
る
へ
ん
ろ
道
を
歩
き
、
爽
や
か

な
汗
を
流
し
た
後
に
は
、
だ
る
ま
夕
日
を
眺

め
、
心
も
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
2
回
 

宿
毛
花
へ
ん
ろ
ウ
ォ
ー
ク
 w

ith

 

だ
る
ま
夕
日
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

岡
本
知
高
　C

o
n
c
e
rto

 d
e
l S

o
p
ra

n
is

ta
 2

0
1

1

　

宿
毛
公
演

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
　
デ
ル
　
ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ

イ
ラ
ス
ト

お
く
だ
た
け
し



⑩

住警器
消太

取り付けよう！
火災警報器！！

広告掲載内容

　　１ページ

２／３ページ

１／２ページ

１／３ページ

１／４ページ

掲 載 金 額

９０，０００円

６０，０００円

４０，０００円

２０，０００円

１０，０００円

（白黒）

協
賛
募
集

　
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
の
方
に
宿
毛
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
大
会
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
現
金
協
賛
や
物
品
協
賛

等
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
企
業
・

団
体
、
個
人
事
業
主
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
前
回
大
会
で
は
、
県
内
は
も
ち

ろ
ん
、
全
国
各
地
か
ら
約
１
、１
４

５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
宿
毛
市
の
特
産
物

品
・
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

す
る
大
き
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
会
を
盛
り
上
げ
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
の
力
な
く
し
て
は

運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
協
賛
特
典
と
い
た
し
ま

し
て
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
４

版
約
２
、０
０
０
部
）
へ
の
企
業
広

告
の
掲
載
や
、
Ｈ
Ｐ
等
に
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

団
体
・
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同

時
募
集
中
で
す
。

例　
協
賛
金
…
運
営
活
動
費
と
し
て

活
用

　
物
　
品
…
コ
ー
ス
上
に
設
置
し

て
い
る
給
食
所
や
ゴ

ー
ル
後
の
接
待
所
で

お
も
て
な
し
、
宿
毛

の
参
加
賞
と
し
て
配

布
す
る
　
な
ど

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
枠
料
金

一
覧
（
カ
ラ
ー
は
プ
ラ
ス
１
万
円
）

ラ
ン
ナ
ー
募
集

大
会
日
時

　
平
成
２３
年
３
月
２０
日
（日）

　
・
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
９
時
ス
タ
ー
ト

　
・
１０
㎞
　

　
　
　
９
時
１５
分
ス
タ
ー
ト

会
　
場

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
（
ス
タ
ー
ト
）

参
加
資
格

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
…
満
１８
歳
以
上

の
男
女
（
高
校
生
は
除
く
）

１０
㎞
…
満
１６
歳
以
上
の
男
女
（
中

学
生
は
除
く
）

※
１８
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
承

諾
が
必
要
で
す
。

参
加
料

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
…
５
、０
０
０
円

　
１０
㎞
…
…
…
…
…
３
、０
０
０
円

制
限
時
間

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
…
７
時
間

　
１０
㎞
…
…
…
…
…
１
時
間
４０
分

申
込
締
切

　
平
成
２３
年
１
月
２１
日
（金）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局

　
蕁
６
６
｜

１
４
６
７

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
・

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
さ
れ
て

い
る
家
庭
で
は
、
定
期
的
な
点
検

や
取
扱
方
法
の
確
認
な
ど
を
行
い
、

常
に
使
用
で
き
る
状
態
を
維
持
し

ま
し
ょ
う
。

取
り
付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
２３

年
６
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
住
宅

に
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
の
設

置
が
義
務
と
な
り
ま
す
。
設
置
場

所
は
寝
室
と
、
２
階
に
寝
室
の
あ

る
場
合
は
２
階
の
階
段
部
分
に
も

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
１１
月
９

日
か
ら
１５
日
ま
で
の
一
週
間
に
わ

た
り
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
冬
を

迎
え
、
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器

具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増

え
る
た
め
、
火
災
が
多
発
す
る
時

季
に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
の
防
火
・
防
災
に
関
す

る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
万
一
発
生
し
た

場
合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
止
め
、

火
災
か
ら
尊
い
生
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
宿
毛
市

消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

☆
住
宅
防
火
・
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

「
消
し
た
か
な
」
　
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉

第
3
回
 

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業

会
計
」
の
決
算
認
定
議
案
一
四
件
、

「
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
」
な
ど
予
算
議
案
一
〇
件
、

「
宿
毛
市
立
小
学
校
設
置
条
例
及

び
宿
毛
市
立
小
学
校
体
育
施
設
の

利
用
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど

条
例
議
案
一
件
、
そ
の
他
の
議
案

三
件
の
合
計
二
十
八
議
案
で
、
審

議
の
結
果
、
決
算
認
定
議
案
（
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
、
付
託
の

う
え
継
続
審
査
）
を
除
い
て
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

六
日
及
び
七
日
の
二
日
間
に
七
人

の
議
員
が
、
ま
た
、
八
日
に
は
議

案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
五
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
二

億
二
、
七
八
二
万
五
、
〇
〇
〇
円
が

増
額
補
正
さ
れ
、
累
計
で
一
〇
五
億

三
、
一
五
六
万
六
、
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
経
営
安
定
化
支
援

貸
付
金

　
…
…
…
…
…
…
二
、
〇
八
二
万
円

○
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総

合
事
業
負
担
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
八
四
万
円

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
…
…
…
…
一
億
三
、
三
六
三
万
円

○
宿
毛
市
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
等
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
四
一
二
万
円

○
貝
礎
保
育
園
跡
地
整
備
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
三
一
〇
万
円

○
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金

事
業
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
一
万
円

○
宿
毛
市
産
業
振
興
推
進
総
合
支

援
事
業
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六
六
万
円

○
市
道
維
持
補
修
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
八
八
〇
万
円

○
小
筑
紫
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

購
入
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
〇
〇
万
円

（
歳
入
の
主
な
も
の
）

○
地
方
交
付
税

　
…
…
…
…
一
億
八
、
五
五
九
万
円

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
…
…
…
…
…
△
四
、
五
九
六
万
円

９
月
�１
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

２
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

３
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

４
日
（
土
）
休
　
会

�

５
日
（
日
）
休
　
会

�

６
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

７
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

８
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑
、
委
員
会
審
査

�

９
日
（
木
）
休
　
会

�

１０
日
（
金
）
休
　
会

�

１１
日
（
土
）
休
　
会

�

１２
日
（
日
）
休
　
会

�

１３
日
（
月
）
本
会
議
　
　
委
員
長
報
告
、
質
疑

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

九
月
定
例
会
日
程

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
に
開
会
し
、

十
三
日
間
の
会
期
で
九
月
十
三
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会
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議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

継
続
審
査

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号
〜

　
第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
24
号

第
25
号

第
26
号

第
27
号

第
28
号

平
成
二
十
一
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
学
校

給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地

区
画
整
理
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
並
び
に
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
小
学
校
設
置
条
例
及
び
宿
毛
市
立
学
校
体

育
施
設
の
使
用
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
並
び
に
字
の
区
域
の
廃

止
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～

◎
宿
毛
市
立
小
学
校
設
置
条
例
及

び
宿
毛
市
立
学
校
体
育
施
設
の

使
用
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　

　
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、

栄
喜
小
学
校
が
小
筑
紫
小
学
校
へ

統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
両
条

例
か
ら
栄
喜
小
学
校
に
関
す
る
記

述
を
削
る
た
め
、
二
条
例
を
一
括

で
一
部
条
例
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

◎
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
並

び
に
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い

て
　
宿
毛
市
駅
東
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
が
、
平
成
二
十
二
年
五
月

に
工
事
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

本
区
域
内
の
細
か
く
分
か
れ
た
字

を
、「
駅
前
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
」

並
び
に
「
駅
東
町
一
丁
目
、
二
丁
目
、

三
丁
目
及
び
四
丁
目
」
に
変
更
す

る
こ
と
並
び
に
現
行
の
字
の
区
域

を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
第
二
六
〇
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　
両
議
案
の
工
事
と
も
、
平
成
二

十
一
年
度
の
繰
越
事
業
と
し
て
、

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
充
当
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
地

域
及
び
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地

域
の
解
消
等
、
情
報
格
差
是
正
に

向
け
た
情
報
通
信
基
盤
整
備
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
二
十
七
号
は
、

セ
ン
タ
ー
局
と
な
る
ス
ワ
ン
テ
レ

ビ
及
び
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
局
と
な
る

総
合
運
動
公
園
へ
の
情
報
機
器
設

置
等
に
係
る
工
事
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、「
三
菱
電
機
株
式
会
社
四

国
支
社
」
と
七
億
一
、
四
〇
〇
万

円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
、
議
案
第

二
十
八
号
は
、
市
内
各
地
域
へ
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
敷
設
に
係
る
工

事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、「
日

本
コ
ム
シ
ス
株
式
会
社
高
知
営
業

所
」
と
三
億
三
、
一
八
〇
万
円
で

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
方
自

治
法
第
九
六
条
第
一
項
第
五
号
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会

（
平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日
設
置
）

　
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
決
算

認
定
議
案
（
議
案
第
一
号
〜
議
案

第
十
四
号
）
は
、
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
長
　
西
村
　
六
男

　
副
委
員
長
　
岡
闢
　
利
久

　
委
　
　
員
　
今
城
　
誠
司

　
　
　

〃
　

　
　
野
々
下
昌
文

　
　
　

〃
　

　
　
松
浦
　
英
夫

　
　
　

〃
　

　
　
浅
木
　
　
敏

　
　
　

〃
　

　
　
有
田
　
都
子

　
　
　

〃
　

　
　
浦
尻
　
和
伸

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他



広報すくも  2010.11⑬

A
　
身
近
で
大
切
な
広
報
誌
で
あ

る
が
、
毎
月
掲
載
を
し
て
い
る
「
市

長
雑
感
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
大

変
疑
問
を
抱
く
方
が
い
る
。「
市
の

公
金
を
使
っ
て
ま
で
、
掲
載
す
る

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
自

己
宣
伝
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
政
治
的
な
問
題
で
は
、

市
長
自
身
の
私
見
に
基
づ
い
た
執

筆
と
な
っ
て
い
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
「
市
長
雑
感
」
を
、

今
後
も
引
き
続
き
掲
載
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
誤
字
等
を
な

く
し
的
確
な
情
報
を
市
民
に
提
供

す
る
た
め
の
編
集
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
自
己
宣
伝
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
公
人
た
る
市
長
が
何
を
考

え
、
何
を
思
っ
て
い
る
か
、
皆
さ

ん
に
知
ら
せ
る
の
は
義
務
だ
と
思

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
執
筆
し

た
い
。
編
集
体
制
は
、
企
画
課
の

職
員
が
担
当
し
、
外
部
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
で

き
る
だ
け
「
見
や
す
い
、
読
み
や

す
い
」
広
報
に
し
た
い
。
誤
字
、
脱

字
を
無
く
す
よ
う
努
め
て
い
く
。

A
　
政
治
と
は
、
住
民
が
安
心
し

て
生
活
出
来
る
環
境
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
交
通
の

空
白
地
域
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
を

中
心
と
す
る
交
通
弱
者
の
皆
さ
ん

は
、
病
院
へ
の
通
院
や
買
い
物
に

も
大
変
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
も
「
公
共
交
通
体
系
の

充
実
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か

問
う
。

B
　
朝
夕
一
回
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
混
乗
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る

が
、
昼
に
も
買
い
物
や
通
院
用
に

利
用
で
き
な
い
か
、
経
費
の
問
題

も
あ
る
が
検
討
し
て
い
る
。
高
齢

者
の
事
故
防
止
対
策
と
し
て
免
許

を
返
納
さ
れ
た
方
に
格
安
の
定
期

券
の
発
行
を
実
施
し
て
い
る
が
利

用
者
が
少
な
い
。
公
共
交
通
機
関

の
存
続
な
く
し
て
は
、
住
民
の
利

便
性
の
向
上
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
。

A
　
計
画
的
な
行
政
運
営
を
行
う

た
め
、
市
町
村
に
は
総
合
計
画
の

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
今
期
総
合
計
画
は
今
年
度

を
も
っ
て
終
了
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
十
年
間

を
期
間
と
す
る
次
期
計
画
策
定
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

B
　
現
在
、
全
計
画
の
策
定
手
順

及
び
実
施
計
画
の
事
業
内
容
等
に

つ
い
て
、
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
審
議

会
に
よ
る
策
定
方
法
を
予
定
し
て

お
り
そ
の
工
程
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
決
定
し
て
い
な
い
が
本
年
度
内

に
総
合
計
画
作
成
で
き
る
よ
う
に

現
行
の
計
画
を
検
証
し
な
が
ら
、

計
画
が
実
現
可
能
な
総
合
計
画
づ

く
り
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
く
。

A
　
本
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
結
果
に
つ
い
て
本
市
の
状

況
を
問
う
。

B
　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
調
査

開
始
以
来
、
国
語
・
数
学
と
も
に

全
国
平
均
も
し
く
は
平
均
を
少
し

下
回
る
程
度
で
推
移
し
て
い
た
が
、

今
年
度
は
少
し
改
善
が
見
ら
れ
十

分
全
国
平
均
に
乗
っ
た
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

ま
で
全
国
平
均
を
少
し
下
回
る
程

　
九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
六
日
、
七
日
の
二
日

間
に
七
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

松
浦
英
夫
 

議
員

今
城
誠
司
 

議
員

「
広
報
す
く
も
」

に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
体
系
の

充
実
に
つ
い
て

全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
結
果
に
つ
い
て

総
合
計
画
に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】



⑭

A
　
小
筑
紫
、
湊
方
面
の
海
岸
沿

い
の
干
潟
を
今
一
度
ア
サ
リ
掘
り

の
出
来
る
場
へ
と
再
生
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

B
　
ア
サ
リ
減
少
の
原
因
究
明
は

難
し
い
が
、
県
の
水
産
試
験
場
、

宿
毛
漁
業
指
導
所
と
も
連
携
し
、

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
松
田
川
河
口
等
で
の
実

態
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。
　

　
来
年
度
か
ら
伊
与
野
川
河
口
等

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
う

計
画
を
し
て
お
り
、
そ
の
解
析
に

よ
り
、
ア
サ
リ
の
放
流
が
可
能
と

な
れ
ば
、
宿
毛
市
ふ
る
さ
と
寄
附

金
等
も
活
用
し
、
潮
干
狩
り
事
業

も
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　A
　
今
回
、
ど
う
し
て
三
キ
ロ
、

五
キ
ロ
の
種
目
を
廃
止
し
、
新
た
に

一
〇
キ
ロ
の
種
目
を
設
け
た
の
か
。

　
ま
た
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い

て
は
募
集
人
員
を
一
、
五
〇
〇
名

と
増
員
し
て
い
る
が
目
標
人
員
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
高
校
生
や
小
中
学
生
の
積
極

的
な
参
加
が
少
な
い
こ
と
や
、
一

般
ラ
ン
ナ
ー
の
声
と
し
て
、
五
キ

ロ
よ
り
一
〇
キ
ロ
、
ハ
ー
フ
を
走

り
た
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
他
の
大
会
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
実
行
委
員
会

で
協
議
し
た
結
果
、
三
キ
ロ
、
五

キ
ロ
を
廃
止
し
、
新
た
に
一
〇
キ
ロ

を
設
け
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
目
標
人
員
に
つ

い
て
は
、
一
、
〇
〇
〇
名
以
上
と

思
っ
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
立
学
校
施
設
整
備
等

基
金
を
取
り
崩
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購

入
し
た
の
か
、
ま
た
、
現
在
の
運

用
方
法
に
つ
い
て
も
問
う
。

　
併
せ
て
条
例
を
改
正
す
る
以
前

の
「
宿
毛
市
立
宿
毛
小
学
校
図
書

館
基
金
条
例
」
と
同
じ
目
的
、
運

用
方
法
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

元
の
条
例
に
変
更
で
き
な
い
の
か

問
う
。

度
で
改
善
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、

今
回
は
全
国
平
均
と
の
差
が
開
い

た
結
果
と
な
り
、
大
変
残
念
に
思

っ
て
い
る
。

　
速
や
か
に
調
査
結
果
を
細
か
く

分
析
調
査
し
、
今
ま
で
の
取
り
組

み
を
再
点
検
す
る
中
で
危
機
感
を

持
っ
て
、
学
力
向
上
へ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
。

A
　
十
月
よ
り
開
催
さ
れ
る
手
話

講
座
は
、
参
加
者
多
数
の
充
実
し

た
講
座
が
望
ま
れ
る
。

　
各
種
団
体
へ
の
働
き
か
け
等
活

発
な
周
知
活
動
の
展
開
、
ま
た
、
市

職
員
も
多
数
受
講
し
て
も
ら
い
た

い
が
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

B
　
聴
覚
障
が
い
の
方
と
の
交
流

促
進
と
手
話
の
普
及
の
た
め
、
十

月
よ
り
週
一
回
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

開
く
。

　
市
民
の
中
へ
手
話
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
聴
覚
障
が
い
の
方
の
来

庁
時
、
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
対
応

が
で
き
る
よ
う
職
員
に
も
積
極
的

参
加
を
呼
び
か
け
た
い
。

A
　
宿
毛
の
遍
路
道
を
学
ぶ
形
か

ら
出
発
し
た
へ
ん
ろ
道
ウ
ォ
ー
ク

は
市
外
に
も
募
集
を
広
げ
観
自
在

寺
か
ら
延
光
寺
ま
で
を
歩
く
、「
花

へ
ん
ろ
ウ
ォ
ー
ク
」
と
し
て
昨
年

度
、
一
回
目
を
刻
ん
だ
。
今
年
度

も
予
定
さ
れ
て
い
る
第
二
回
の
内

容
と
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

B
　
二
回
目
は
来
年
一
月
十
六
日

実
施
の
予
定
で
、
昨
年
同
様
の
二

八
キ
ロ
コ
ー
ス
の
他
に
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
ら
貝
塚
の
へ
ん
ろ
道
を

経
由
し
、
延
光
寺
ま
で
歩
く
短
い

コ
ー
ス
を
設
け
る
。

　
当
ウ
ォ
ー
ク
は
健
康
づ
く
り
は

も
と
よ
り
、
へ
ん
ろ
道
文
化
へ
の

理
解
、
関
心
を
高
め
る
機
会
と
も

な
り
、
宿
毛
を
宣
伝
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
。

有
田
都
子
 

議
員

手
話
の
普
及
に
つ
い
て

岡
闢
利
久
 

議
員

潮
干
狩
り
場
の
再
生
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

花
へ
ん
ろ
ウ
ォ
ー
ク
の

今
後
に
つ
い
て

第
三
回
宿
毛
花
へ
ん
ろ

マ
ラ
ソ
ン
二
〇
一
一

に
つ
い
て

宿
毛
市
立
学
校
施
設

整
備
等
基
金
条
例

に
つ
い
て



広報すくも  2010.11⑮

A
　
車
社
会
の
進
展
、
消
費
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
化
な
ど
に
よ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
態
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
十
年
七
月
、
中
心
市
街

地
活
性
化
法
が
施
行
さ
れ
、
平
成

十
八
年
八
月
に
同
法
が
改
正
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
昨
年
度

か
ら
作
成
し
て
い
る
宿
毛
市
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
つ
い

て
所
見
を
問
う
。

B
　
現
在
の
目
標
と
し
て
は
、
本

年
度
中
に
内
閣
府
へ
の
認
定
申
請

を
行
な
い
、
二
十
三
年
度
か
ら
五

ヵ
年
の
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

　
二
十
一
年
四
月
に
中
心
市
街
地

活
性
化
準
備
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、

テ
ー
マ
ご
と
に
五
つ
の
作
業
部
会

で
協
議
を
重
ね
、
市
民
か
ら
の
様
々

な
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
、
構
想

案
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
今
後
地
元
と
の
調
整
や
財
政
裏

づ
け
等
の
仕
分
け
作
業
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
吉
田
茂
先
生
の
像
は
高
知
龍

馬
空
港
の
敷
地
内
に
、
ひ
っ
そ
り

と
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
出
身
地
で
あ
る
宿
毛
市
に
移
転

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
吉
田
邸
が
火
災
で
全
焼

し
た
こ
と
に
伴
い
、
大
磯
町
で
は

再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置

し
、
寄
附
金
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
。
本
市
と
し
て
意
気
込
み
を
示

し
て
、
浄
財
や
材
木
の
提
供
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。

B
　
吉
田
茂
像
の
移
転
に
つ
い
て

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
に

も
移
転
の
声
が
あ
っ
た
が
、
経
費

や
県
民
意
見
の
収
集
、
検
討
メ
ン

バ
ー
の
人
選
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
、
現
時
点
で
は
具
体
化
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
県
の
移
転
計
画
が
白
紙
の
状
態

で
あ
り
、
し
ば
ら
く
推
移
を
見
守

る
必
要
が
あ
る
。

　
吉
田
邸
再
建
は
基
本
的
に
は
大

磯
町
の
考
え
で
再
建
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
吉
田
茂
 

B
　
別
途
財
源
を
確
保
し
た
の
で
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
は
い
な
い
。

　
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
条
例

改
正
以
前
と
同
様
に
、
利
息
分
の

み
を
宿
毛
小
学
校
の
図
書
購
入
資

金
に
充
当
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
条
例
に
つ
い
て

は
、
寄
附
者
の
御
遺
族
の
承
諾
を

頂
き
、
市
内
小
中
学
校
の
教
育
の

振
興
を
図
る
目
的
で
、
議
会
の
議

決
を
得
て
、
改
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
基
金
の
取
り
崩
し
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
の
理
由
で
、

直
ち
に
改
正
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
る
。

　
ま
た
、
こ
の
基
金
の
運
用
に
つ

い
て
も
、
市
長
部
局
と
も
協
議
し
、

こ
の
基
金
を
安
易
に
取
り
崩
す
こ

と
で
は
な
く
て
、
必
要
な
と
き
に

活
用
し
、
財
源
の
許
す
限
り
、
基

金
に
積
み
増
し
を
し
て
、
基
金
を

充
実
さ
せ
、
宿
毛
市
の
教
育
の
振

興
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A
　
来
年
六
月
ま
で
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
高
知
県
は
設
置
率

が
三
四
・
一
％
で
全
国
最
下
位
と

な
っ
て
い
る
。
県
内
七
市
町
村
が

自
治
体
予
算
で
購
入
し
、
無
料
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
市
町
村

は
独
居
老
人
世
帯
な
ど
に
無
料
配

布
、
ま
た
は
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
五
千
円

ま
で
公
費
負
担
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
宿
毛
市
で
も
災
害
弱

者
の
世
帯
だ
け
で
も
公
的
助
成
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
火
災
報
知
器
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
市
政
懇
談
会
で
も
同
じ
質

問
が
出
た
。
片
島
地
区
を
対
象
に

し
た
調
査
を
し
た
が
、
八
・
六
％

で
普
及
率
は
非
常
に
低
い
。
他
の

自
治
体
の
こ
と
を
出
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
財
政
状
況
等
、
い
ろ
い

ろ
勘
案
を
し
た
結
果
も
あ
り
、
個

人
で
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
東
京
と
埼
玉
で
八
月
中
旬
、

猛
暑
の
中
で
野
球
の
部
活
動
中
に

生
徒
が
熱
中
症
で
倒
れ
た
。
事
故

防
止
の
た
め
に
、
宿
毛
市
教
育
委

員
会
と
し
て
の
児
童
と
生
徒
に
対

す
る
熱
中
症
対
策
を
聞
く
。
ま
た
、

子
供
が
夏
休
み
中
も
教
職
員
は
冷

房
設
備
の
な
い
職
員
室
で
仕
事
を

し
て
い
る
。
愛
南
町
は
全
て
の
学

校
の
職
員
室
等
へ
冷
房
設
備
を
し

て
い
る
。
教
職
員
を
熱
中
症
か
ら

守
る
た
め
の
冷
房
設
備
設
置
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
宿
毛
市
で
も
中
学
校
の
部
活

動
中
に
熱
中
症
と
思
わ
れ
る
症
状

が
五
件
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

学
校
の
一
件
は
教
職
員
が
勤
務
中

に
気
分
が
悪
く
な
っ
て
帰
宅
し
た
。

市
教
委
と
し
て
も
、
国
が
作
成
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配

布
を
行
い
、
教
職
員
並
び
に
児
童

生
徒
の
熱
中
症
対
策
の
徹
底
を
図

っ
て
い
る
。
学
校
の
冷
房
設
備
は

市
内
小
中
学
校
十
五
校
の
う
ち
、

職
員
室
に
設
置
は
六
校
で
あ
る
。

真
夏
の
室
内
勤
務
で
あ
り
、
冷
房

設
備
は
必
要
と
考
え
る
。
今
後
二

〜
三
年
の
う
ち
に
設
置
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
に
つ
い
て

学
校
で
の
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て

吉
田
茂
像
の
移
転

に
つ
い
て

浅
木
　
敏
 

議
員

饌
田
陸
紀
 

議
員

宿
毛
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画

に
つ
い
て



⑯

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は１２月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会事務局までお申し出下さい。

●議会を傍聴しませんか…

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は
十

二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

先
生
は
本
市
と
は
非
常
に
ゆ
か
り

が
深
い
方
で
あ
り
、
今
後
、
興
味

を
持
っ
て
注
意
深
く
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

A
　
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
本
市
が

官
・
民
一
体
で
取
り
組
む
基
本
計

画
で
は
、
来
年
度
よ
り
五
ヵ
年
で

実
施
す
る
と
あ
る
が
、
青
写
真
の

段
階
か
ら
議
会
に
報
告
す
べ
き
で

な
か
っ
た
か
。

　
旧
町
内
を
文
教
、
商
業
、
公
園
、

福
祉
の
各
エ
リ
ア
に
区
分
し
、
再

開
発
す
る
よ
う
だ
が
、
大
が
か
り

な
商
業
ゾ
ー
ン
の
復
活
を
目
指
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
国
よ
り
最
大
三
分
の
二
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
と
は
言
え
、
真

丁
商
店
街
の
現
状
や
郊
外
の
商
業

地
域
と
の
両
立
、
本
市
の
購
買
力

や
人
口
推
移
等
を
考
え
る
と
再
生

は
困
難
に
思
え
る
。

　
ま
た
、
林
邸
、
梓
公
園
、
道
路

等
の
基
盤
整
備
事
業
を
官
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
莫
大
な
財

政
負
担
と
な
る
。

　
計
画
の
中
に
肝
心
な
商
人
の
顔

が
見
え
な
い
。
地
域
住
民
も
望
ん

で
い
る
の
か
。
何
の
た
め
に
、
誰

の
た
め
に
や
る
の
か
慎
重
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
昨
年
度
、
文
化
環
境
研
究
所

へ
委
託
し
た
都
市
再
生
基
本
計
画

が
本
年
三
月
に
ま
と
ま
り
、
そ
れ

を
も
と
に
七
月
に
活
性
化
協
議
会

で
基
本
計
画
打
ち
合
わ
せ
資
料
が

出
来
上
が
っ
た
。
議
会
に
お
示
し

す
る
こ
と
が
遅
れ
た
こ
と
は
申
し

訳
な
い
。
多
種
多
彩
な
事
業
項
目

が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程

度
仕
分
け
が
進
捗
し
た
段
階
で
報

告
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
。

　
今
後
、
財
政
的
な
裏
づ
け
を
検

討
し
、
各
種
事
業
の
仕
分
け
を
行

い
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
、
宿
毛
ら
し

い
町
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む
。

林
邸
は
、
文
教
セ
ン
タ
ー
の
補
完

施
設
と
し
て
整
備
し
、
早
稲
田
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
併
設
す
る
計
画

が
あ
る
が
、
用
地
の
購
入
も
決
定

し
て
い
な
い
。
商
業
ゾ
ー
ン
を
大

き
く
計
画
し
て
も
無
理
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
投
資
に
見

合
う
効
果
を
求
め
て
、
賑
わ
い
の
再

生
に
よ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
ご
指
摘
の
よ
う
に
政
府
に
対
し

て
も
空
洞
化
し
た
中
心
市
街
地
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
地
方
の
実

状
に
あ
っ
た
生
き
た
交
付
金
の
出

し
方
を
要
望
し
て
い
く
。

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

宮
本
有
二
 

議
員

中
心
市
街
地
活
性
化

に
つ
い
て
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日
　
時
　
七
月
三
十
日

視
察
地
　
徳
島
県
鳴
門
市

◎
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
鳴
門
市
の
議
会
改
革
へ
の
取
組
み

に
至
る
背
景
に
は
、
平
成
十
七
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
議
員

七
名
が
選
挙
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、

市
議
会
が
自
主
解
散
し
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
議
員
七
名
の
選
挙
違
反
事

件
は
、
市
民
の
議
会
に
対
す
る
厳
し

い
意
見
を
受
け
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が

従
来
の
議
会
の
あ
り
方
や
定
数
な
ど

を
見
直
す
契
機
と
な
り
、
解
散
前
に

は
、
会
派
や
議
長
か
ら
の
議
会
改
革

案
の
提
案
を
元
に
議
会
改
革
を
行
う

こ
と
や
倫
理
的
規
範
遵
守
の
決
議
を

行
う
こ
と
で
市
議
会
の
意
思
統
一
が

図
ら
れ
た
。

　
自
主
解
散
前
の
定
数
は
二
十
六
人
、

現
在
は
四
人
減
の
二
十
二
人
で
あ
り
、

報
酬
は
現
状
維
持
の
四
一
一
、
〇
〇

〇
円
で
あ
る
。
今
ま
で
鳴
門
市
と
し

て
は
報
酬
は
維
持
し
な
が
ら
、
定
数

の
削
減
で
議
会
費
の
削
減
を
行
っ
て

き
た
。
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
ま
ず
報
酬
に
つ
い
て
は
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
な
額
を
残
し
て
お
か

な
い
と
、
議
員
の
仕
事
が
魅
力
の
な

い
も
の
に
な
っ
て
、
若
い
人
が
出
て

こ
ら
れ
な
く
な
り
、
年
金
受
給
者
の

よ
う
な
一
定
の
生
活
条
件
を
具
え
た

人
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

危
惧
を
抱
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
今

の
と
こ
ろ
は
、
多
様
な
年
齢
層
の
人

が
出
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
水
準
を
維

持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
定
数
に

つ
い
て
は
削
減
せ
よ
と
い
う
言
葉
は

簡
単
に
出
て
く
る
が
、
逆
に
定
数
を

減
ら
さ
な
い
た
め
の
努
力
と
、
市
民

に
対
し
て
議
員
の
仕
事
を
理
解
し
て

も
ら
う
活
動
を
ど
う
し
て
い
く
か
を

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
世
間
の
目
を

議
員
は
必
要
だ
と
い
う
方
向
に
す
る

に
は
、
議
会
活
動
を
ど
う
活
性
化
し

て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。
総
じ
て

議
員
の
数
を
減
ら
せ
で
は
な
く
、
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
議
員
は
残
し
て

ほ
し
い
と
い
う
評
価
を
得
る
た
め
に

努
力
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
可
能
な
限
り
議
会
に
も
足
を
運

び
、
言
わ
ば
専
業
に
近
い
議
員
活
動

を
や
っ
て
い
く
よ
う
な
、
日
々
の
努

力
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え

方
を
も
っ
て
い
る
。

　
一
問
一
答
は
、
予
算
決
算
委
員
会

の
全
体
質
疑
で
導
入
し
て
お
り
、
反

問
権
、
議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は
、

日
　
時
　
七
月
二
十
九
日

視
察
地
　
愛
媛
県
伊
予
市

◎
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
自
治
基
本
条
例
と
は
、
分
権
型
社

会
に
対
応
し
、
地
域
の
自
立
を
実
現

す
べ
く
、
情
報
の
共
有
や
参
加
・
協

働
な
ど
の
自
治
の
基
本
原
則
、
自
治

を
担
う
市
民
、
議
会
、
市
長
・
行
政

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
、
情
報

公
開
、
計
画
・
審
議
会
等
へ
の
市
民

参
加
な
ど
自
治
の
基
本
ル
ー
ル
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
行
政
が
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
独
占
し
、
市
民
は
行

政
に
依
存
す
る
と
い
う
関
係
を
根
本

か
ら
変
え
て
、
市
民
と
行
政
が
よ
り

良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
責
任
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
な
が
ら
、「
協
働
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
ル
ー

ル
を
定
め
て
い
る
。

　
伊
予
市
の
自
治
基
本
条
例
の
特
徴

と
し
て
、
第
二
十
四
条
に
お
い
て
、

住
民
自
治
組
織
の
規
定
を
設
け
、
地

域
ご
と
の
課
題
に
民
主
的
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
そ
の
地
域
の
住
民
の
誰

も
が
参
加
で
き
、
か
つ
、
自
発
的
に

組
織
さ
れ
る
団
体
で
あ
る
住
民
自
治

組
織
が
行
政
と
の
役
割
や
責
任
の
分

担
の
も
と
、
福
祉
、
環
境
、
防
災
、

教
育
な
ど
の
公
共
的
事
業
を
実
施
し

て
い
く
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
第
二
十
五
条
で
は
、
市

民
、
住
民
自
治
組
織
及
び
執
行
機
関

が
連
携
し
、
協
働
を
推
進
す
る
拠
点

と
し
て
、
市
内
各
所
に
自
治
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
。

　
平
成
二
十
年
六
月
に
は
伊
予
市
初

の
住
民
自
治
組
織
「
住
民
自
治
さ
れ

だ
に
」
が
設
置
さ
れ
、
特
産
品
の
開

発
や
環
境
美
化
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
る
。
住
民
自
治
組
織
に
つ
い
て
は
、

補
助
率
二
分
の
一
で
、
一
〇
〇
万
円

を
上
限
に
最
長
五
年
間
補
助
す
る
制

度
を
設
け
て
い
る
が
、
現
実
に
は
自

己
資
金
の
調
達
が
困
難
な
た
め
、
補

助
金
三
〇
万
か
ら
五
〇
万
程
度
の
活

動
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
立

ち
上
げ
の
際
に
は
、
専
属
の
職
員
二

名
体
制
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
何
と

か
実
現
し
た
経
過
が
あ
る
が
、
役
員

の
業
務
も
大
変
負
担
に
な
っ
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。
今
後
、
ほ
か
の

地
域
で
住
民
自
治
組
織
の
立
ち
上
げ

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
地
域
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
や
補
助
期
間
終
了
後

も
持
続
的
な
活
動
を
行
う
た
め
の
活

動
資
金
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か

な
ど
課
題
も
多
い
。
ま
た
、
本
条
例

の
存
在
自
体
も
住
民
に
浸
透
し
て
い

る
と
は
言
い
難
く
、
今
後
と
も
周
知

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
職
員
の
立
場
と
し
て
は
、
様
々

な
施
策
を
展
開
す
る
上
で
、
常
に
市

民
の
参
画
と
協
働
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
の
条

例
制
定
の
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
自
治
基
本
条
例
か
ら
委

任
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
る
行
政
評

価
、
意
見
公
募
手
続
き
の
制
定
、
審

議
会
委
員
の
公
募
な
ど
の
推
進
や
、

参
画
協
働
推
進
委
員
会
の
設
置
、
自

治
基
本
条
例
に
掲
げ
て
い
る
理
念
・

原
則
等
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な

制
度
の
創
設
な
ど
、
本
条
例
に
基
づ

く
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
く
必

要
が
あ
る
。

行
政
視
察
報
告

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
が
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。



⑱

　
今
年
の
夏
は
大
変
な
猛
暑
で

あ
り
、
全
国
各
地
で
熱
中
症
に

よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し

た
が
、
暑
さ
も
一
段
落
し
、
す
っ

か
り
秋
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
変
な
猛
暑
の
中
で
の
、
九

月
定
例
議
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、

七
名
の
議
員
が
登
壇
を
し
、
一

般
質
問
を
通
じ
て
執
行
部
と
活

発
な
論
議
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
議
会
改
革

に
取
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
幸
せ
と
市

勢
発
展
に
向
け
て
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご

指
導
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。〈

編
集
委
員
〉

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

今
　
城
　
誠
　
司

蘢

野
々
下
　
昌
　
文

蘢

宮
　
本
　
有
　
二

蘢

饌
　
田
　
陸
　
紀

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

政
策
特
別
委
員
会
で
の
み
認
め
て
い

る
。
予
算
決
算
委
員
会
は
常
任
委
員

会
に
な
っ
て
お
り
、
議
長
を
除
く
全

て
の
議
員
で
構
成
さ
れ
る
。
他
に
所

管
に
分
か
れ
た
三
つ
の
常
任
委
員
会

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
条
例
と
請
願

を
審
査
す
る
。
以
前
は
陳
情
が
多
く

あ
っ
た
が
、
陳
情
は
や
め
て
、
特
に

必
要
な
も
の
は
議
員
が
責
任
を
も
っ

て
請
願
を
出
す
こ
と
に
し
、
紹
介
議

員
の
説
明
と
請
願
人
に
も
来
て
い
た

だ
い
て
、
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
日
一
委

員
会
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
議
案
審
査
の
た
め
の
執
行
部
提
出

資
料
は
開
会
五
日
前
ま
で
に
配
布
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

執
行
部
と
協
議
の
う
え
、
予
算
要
求

ベ
ー
ス
の
資
料
と
同
じ
も
の
と
し
て

い
る
。

　
会
派
執
務
室
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
は
、
従
来
、
各
会
派
控
え
室
を
設

置
し
て
い
た
が
、
選
挙
違
反
の
事
件

を
受
け
、
密
談
等
を
避
け
る
た
め
に

も
議
員
控
室
を
オ
ー
プ
ン
に
す
べ
き

と
い
う
こ
と
と
な
り
会
派
控
室
を
廃

止
し
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
議
員

控
室
と
し
て
い
る
。
　

　
議
会
報
告
会
の
開
催
状
況
に
つ
い

て
は
、
市
の
現
状
や
議
会
活
動
の
実

情
に
つ
い
て
議
員
自
ら
が
出
向
き
、

市
民
に
説
明
し
市
民
の
生
の
声
を
今

後
の
議
会
活
動
に
生
か
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
、
市
議
会
か
ら
の
情
報
発

信
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
情
報

発
信
の
最
初
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
債

務
超
過
と
な
っ
て
い
る
運
輸
事
業
（
市

営
バ
ス
事
業
）
を
取
り
上
げ
、
平
成

十
八
年
十
月
よ
り
十
二
月
初
旬
ま
で

の
間
に
市
内
十
六
箇
所
の
自
治
振
興

会
に
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
て
出

向
き
、
現
状
説
明
を
行
っ
た
上
で
市

民
の
意
見
を
聴
取
し
た
。
各
種
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
た
議
会
広
報
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
第
三
回

定
例
会
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
映
像
配
信
を
開
始
し
た
。
市
長

所
信
表
明
、
議
案
説
明
、
一
般
質
問

の
ほ
か
、
予
算
決
算
委
員
会
の
全
体

質
疑
の
模
様
、
議
案
採
決
の
模
様
を

生
中
継
す
る
と
と
も
に
録
画
配
信
を

実
施
し
て
い
る
。

　
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
一
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、

「
鳴
門
市
議
会
政
務
調
査
費
に
関
す

る
情
報
を
公
開
す
る
条
例
」
を
制
定
、

四
月
一
日
よ
り
施
行
し
て
い
る
。
こ

の
条
例
に
基
づ
き
、
議
員
は
政
務
調

査
費
に
係
る
収
支
報
告
書
を
提
出
す

る
際
、
領
収
書
等
及
び
会
計
帳
簿
等

を
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
議
長
は
こ
れ
ら
の
提
出

書
類
を
五
年
間
保
存
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
写
し
等
を
作
成
し
、
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
き
一
般
に
公
開
し
て
い

る
。
ま
た
、
従
来
は
簡
略
な
内
容
で

あ
っ
た
使
途
基
準
に
つ
い
て
、
全
十

一
章
二
十
四
条
か
ら
な
る
「
鳴
門
市

議
会
政
務
調
査
費
使
途
基
準
詳
細
規

程
」
を
制
定
し
、
各
経
費
に
つ
い
て

詳
細
に
使
途
や
基
準
に
つ
い
て
定
め

て
い
る
。
金
額
は
一
人
当
た
り
年
額

三
〇
万
円
で
あ
る
。

　
議
会
基
本
条
例
の
制
定
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
九
年
第
二
回
定
例

会
閉
会
後
、
有
志
に
よ
り
準
備
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
議
会
基
本
条
例
の

先
進
地
視
察
を
行
う
な
ど
研
究
を
重

ね
、
そ
の
結
果
が
「
鳴
門
市
議
会
基

本
条
例
の
骨
子
」
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平

成
十
九
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て

「
鳴
門
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

関
す
る
決
議
」
を
可
決
し
た
。
そ
の

後
、
議
長
の
諮
問
に
よ
り
議
会
運
営

委
員
会
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
条
例
の
構
成
や
原
案
の

作
成
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
適
宜
、
全
員
協
議
会
を

開
催
し
全
議
員
で
検
討
を
行
う
な
ど

し
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
本
年
六

月
定
例
会
に
お
い
て
議
案
上
程
、
可

決
さ
れ
た
。
鳴
門
市
の
議
会
基
本
条

例
は
、
北
海
道
の
栗
山
町
の
条
例
を

参
考
に
し
た
よ
う
な
一
般
的
な
議
会

基
本
条
例
で
は
な
く
、
鳴
門
市
独
自

の
視
点
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
が
、
政
策
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
そ
の
中
で
市
長
と
議
員
と
で
自

由
な
政
策
討
議
を
行
う
こ
と
や
、
議

長
の
指
名
す
る
特
別
職
の
創
設
で
あ

る
。
な
お
、
本
条
例
は
、
議
会
可
決

後
、
市
長
か
ら
再
議
の
申
し
出
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
手
続
き
を
巡
っ
て
、

執
行
部
、
議
会
双
方
に
見
解
の
相
違

が
あ
り
、
公
布
さ
れ
ず
宙
に
浮
い
た

状
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
、
県
の
自
治
紛
争
処
理
委
員
会

に
調
停
中
で
あ
る
。
そ
の
他
、
予
算
・

決
算
審
査
に
お
い
て
、
各
財
務
諸
表

の
分
析
に
よ
る
事
業
の
健
全
性
や
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
検
証
で
き
る
技

術
を
取
得
す
る
た
め
、
公
認
会
計
士

を
招
い
て
会
計
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

た
り
、
議
員
有
志
に
よ
り
重
要
施
策

に
つ
い
て
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る

な
ど
、
研
修
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
議
員
や
そ
の
親
族
に
よ

る
市
の
工
事
請
負
禁
止
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
議
員
倫
理
に
関
す
る
独
自
条

例
を
制
定
す
る
な
ど
、
様
々
な
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

〜
編
集
後
記
〜
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１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
期

間
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
を
記
念

し
て
、
人
権
週
間
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
宿
毛
市
で
も
、
差
別
の
な
い
、
す

べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に

誤
っ
た
知
識
や
偏
見
に
基
づ
く
差

別
や
、
い
じ
め
、
虐
待
、
家
庭
内
暴

力
な
ど
多
く
の
人
権
課
題
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
人
権
と
は
誰
も
が
幸
せ
に
生
き

る
権
利
で
す
。
人
は
、
み
な
平
等

で
あ
り
、
人
権
は
す
べ
て
の
人
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
認
め

合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
の
人
権
を
大

切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
宿
毛
市
で
は
こ
の
期
間
中
に
、

講
演
会
や
市
内
の
小
・
中
学
生
の

人
権
作
文
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る

日
々
の
生
活
の
中
で
、
人
権
と
い
う

視
点
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
気
づ
く
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
講
演
会
や
発
表
会
を
通
じ

て
、
今
一
度
身
近
な
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
　
時

　
１２
月
４
日
（土）

　
９
時
〜
１２
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
９
時
〜
　

　
受
　
付

・
９
時
３０
分
〜
１０
時

橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
太

鼓
演
奏
会

・
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
講
演
会

　
講
　
師

　
　
１５
代
　

沈
壽
官
　

氏
（
陶
芸
家
）

　
演
　
題

　
　「
陶
房
雑
話
」

１２
月
4
日
〜
１０
日
は
人
権
週
間
で
す

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
身

近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

　　
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す

か
。
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
人

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
絶
え
ず

見
守
り
、
も
し
、
人
権
が
侵
さ
れ

た
と
き
に
は
法
務
局
と
連
携
し
て
、

救
済
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
採

る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
を

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を

行
う
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社

会
な
ど
で
の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご

と
は
、
お
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　
宿
毛
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

　
嶋
布
滋
子
（
松
田
町
）

　
示
野
孝
雄
（
山
奈
町
山
田
）

　
奈
良
和
世
（
片
島
）

　
松
田
雄
三
（
大
島
）

　
江
口
純
子
（
橋
上
町
神
有
）

　
河
野
通
孝
（
小
筑
紫
町
小
筑
紫
）

　
今
城
瑞
代
（
平
田
町
黒
川
）

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

３
５
０
３

　
宿
毛
市
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
９
年
生
・
早
稲
田
大
学

卒
業
、
イ
タ
リ
ア
国
立
美
術
陶

芸
学
校
卒
業
、
１
９
９
９
年
１５

代
　

沈
壽
官
を
襲
名
。
　

・
９
時
〜
１２
時

　
作
品
・
パ
ネ
ル
展
示

正
和
・
貝
礎
・
手
代
岡
隣
保

館
の
交
流
事
業
等
（
生
け
花
、

折
り
紙
、
識
字
、
ち
ぎ
り
絵

等
）
や
児
童
館
の
子
ど
も
会

活
動
で
作
っ
た
作
品
、
人
権

啓
発
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。

と
う
ぼ
う
ざ
つ
わ

みんなで創ろう人権のまち

人が人らしく生きるために…
人権推進課　蕁６２―０２２５
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⑳

宿
毛
川
柳
大
会
の
ご
案
内

　
第
２７
回
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
県
内
外
か
ら
多
数
の
方
々

の
参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１４
日
（日）
　
９
時
〜

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

主
　
催

宿
毛
川
柳
会
・
宿
毛
市
教
育
委

員
会

後
　
援

　
宿
毛
市
文
化
協
会

宿
　
題

「
島
」
「
若
い
」
「
器
」

「
ト
ン
ネ
ル
」
「
ぼ
つ
ぼ
つ
」

「
続
」
「
手
紙
」
「
平
和
」

式
　
典

　
来
賓
挨
拶
　
１２
時
３０
分
〜

出
　
句

　
各
題
２
句
（
開
会
１３
時
〜
）

出
句
締
切

　
１１
時
３０
分

呈
　
賞

各
題
秀
吟
三
句
と
そ
の
中
よ
り

選
考
委
員
で
決
定
す
る
優
秀
３

句
に
賞
を
授
与
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
７８８
―

０７８２
　

宿
毛
市
平
田
町
中
山
９

　
宿
毛
川
柳
会
長
　
小
島
　
進

　
蕁
６
６
―

１
０
４
６

第
３８
回
宿
毛
市
芸
術
祭

　
日
頃
よ
り
舞
踊
、
演
奏
、
コ
ー

ラ
ス
等
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
１６
サ
ー
ク
ル
の
練
習
の
成
果
を

披
露
す
る
宿
毛
市
芸
術
祭
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月
１４
日
（日）

　
開
場
　
１２
時

　
開
演
　
１２
時
３０
分

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
５
０
０
円

北
見
志
保
子
の
「
山
川
よ
」
を
金

子
和
孝
氏
が
作
曲
し
初
演
奏
し
ま

す　
女
流
歌
人
・
北
見
志
保
子
（
本

名
　
川
島
朝
野
）
は
現
在
の
宿
毛

小
学
校
の
ほ
と
り
で
生
ま
れ
、
昭

和
３７
年
７０
歳
で
没
。

　
彼
女
の
作
詞
し
た
「
平
城
山
」
は
、

学
校
音
楽
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
、

有
名
な
歌
曲
と
し
て
全
国
で
愛
唱

さ
れ
て
い
ま
す
。
宿
毛
市
民
合
唱
団

常
任
指
揮
者
の
金
子
和
孝
氏
は
、

平
成
２２
年
２
月
、
志
保
子
の
歌
集
「
珊

瑚
」
か
ら
次
の
４
首
を
選
び
「
山

川
よ
」
と
曲
名
を
つ
け
て
、
宿
毛

市
民
は
も
と
よ
り
全
国
の
音
楽
を

愛
す
る
方
々
の
愛
唱
歌
と
し
て
歌

い
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
作
曲

さ
れ
ま
し
た
。

金
子
和
孝
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
１５
年
高
知
県
黒
潮
町
生
ま

れ
。
東
京
声
専
音
楽
学
校
（
現

昭
和
音
楽
大
学
声
楽
科
）
卒
。
宿

毛
市
立
の
小
中
学
校
の
校
長
を

歴
任
。
昭
和
３７
年
か
ら
宿
毛
市

市
民
合
唱
団
常
任
指
揮
者
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

第
４
回
　

宿
毛
の
歴
史
講
座

「
宿
毛
の
人
材
　

ゆ
か
り
の
史

跡
散
策
」

　
大
河
ド
ラ
マ
で
も
注
目
さ
れ
る

幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
、
高
知

市
に
劣
ら
ず
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
た
宿
毛
で
す
が
、
今
回
は
岩
村

邸
跡
、
本
山
白
雲
邸
跡
、
林
有
造

邸
な
ど
、
そ
の
生
誕
地
や
邸
宅
跡

を
散
策
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月
２７
日
（土）

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

集
合
場
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
入
り
口
付
近

担
当
講
師

　
宿
毛
歴
史
館
職
員

事
前
申
込
み
・
参
加
料

　
不
要

　
連
続
５
回
の
講
座
で
す
が
、
１

話
完
結
で
す
の
で
途
中
か
ら
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
回
は
散
策
に
な
り
ま
す
。
急
な

坂
や
階
段
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、動
き

や
す
い
準
備
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

金子和孝氏

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654
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日
　
　
本
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

洋
　
　
　
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

書
　
　
　
　
　
道

作

品

名

氏
　
　
名

写
　
　
　
　
　
真

作

品

名

氏
　
　
名

工
　
　
　
　
　
芸

作

品

名

氏
　
　
名

第
４６
回
　

宿
毛
市
美
術
展
覧
会
部
門
別
受
賞
者
名
簿

特

選

特

選

特

選

褒

状

褒

状

褒

状

褒

状

新
人
賞

新
人
賞

野

の

詩

大

賀

蓮

春

を

待

つ

新

月

苔
む
す
と
、
香

田
村
さ
ゆ
り

所
谷
　
照
子

松
岡
　
蘭
子

鵜
島
　
真
理

福
岡
　
一
貴

陽
光
の
ひ
と
と
き

春
の
頃
（
境
内
）

姉

妹

競

演

暮

愁

白

つ

ば

き

回

想

伊
与
田
尚
子

山
本
　
修
市

渡
辺
　
英
幸

上
岡
　
　
忍

長
田
　
俊
継

田
丸
　
和
子

熊
岡
実
恵
子

絶
句
（
杜
甫
）

恋

春

の

野

に

雲

山

繞

屋

天

の

原

白

楽

点

詩

花

満
地
落
花
…

田
村
　
知
代

門
田
　
み
つ

松
沢
佐
登
美

悠

久

特

技

歳

月

時
を
越
え
て

初
夏
の
棚
田

狩

人

落

陽

炉

端

雨
の
四
万
十

戦
い
終
え
て

野
口
　
　
務

清
家
　
壽
申

萩
本
た
か
子

大
野
　
　
隆

岩
崎
　
弘
子

西
尾
　
昌
高

宮
崎
　
　
格

松
本
　
玲
子

浜
田
八
重
子

川
田
　
吉
治

連

想

木

も

れ

日

１０
月
桜
花
器

竹
取
り
物
語

伊
達
家
家
紋
竹
と
雀

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
帯

寺
田
　
幸
光

林
　
　
洋
右

長

山

育

美

柴

岡

和

恵

松

浦

久

男

吉

村

潮

美

審
査
員

奨
励
賞

雨

に

写

る

（
北
欧
は
雨
だ
っ
た
）

近
藤
恵
美
子

（

恵

雨

）

依

岡

玖
二
子

（
杏
　
佳
）

有

田
さ

く

ら

（

春

虹

）

福
島
眞
理
子

（

虹

雨

）

増
田
　

裕

恵

（

裕

風

）

第
４６
回
宿
毛
市
美
術
展

覧
会
表
彰
式

　
１０
月
１２
日
（火）
第
４６
回
宿
毛
市
美

術
展
覧
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・

写
真
・
工
芸
の
五
部
門
に
１
４
６

名
、
１
８
９
点
の
出
品
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
審
査
員
に
よ
り
、
今
回

か
ら
新
た
に
設
け
た
、
無
鑑
査
作

品
の
中
か
ら
選
出
し
た
審
査
員
奨

励
賞
を
加
え
た
受
賞
者
が
別
表
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
新
た
に
、
澤
田
カ

ヨ
子
氏
（
書
道
）
が
無
鑑
査
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
く
も
俳
句
大
会

　
第
３８
回
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
伝
統

文
化
で
あ
る
俳
句
を
通
じ
て
心
豊

か
な
生
活
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
で
活
動
し
て
い
る
宿
毛
市
内
・

外
の
俳
句
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し

て
、
情
報
交
換
や
研
修
、
交
流
を
深

め
る
会
で
す
。

日
　
時

　
１２
月
５
日
（日）

　
１０
時
〜

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

主
　
催

す
く
も
俳
句
会
・
宿
毛
市
教
育
委

員
会

選
　
者

　
講
師
　
松
林
朝
蒼
　
先
生

投
　
句

　
当
季
雑
詠
５
句

　
（
投
句
締
切
十
二
時
）

賞　
大
会
賞
３
句
　
秀
逸
５
句

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
篠
田
　
蕁
６
３
―

３
０
０
１



澤

有料広告

宿毛授産園社 会 福 祉 法 人
高知西南福祉協会

宿毛市貝塚19－21　代表 蕁0880－63－5651
〈担当：農耕班まで〉

お問合わせ

作業地域

このたびＪＫＡ（競輪）の助成により、耕起・代かき・田植・刈取り・乾燥・もみすり・精米等一連の作業の請負い
を行うこととなりました。ぜひ、宜しくお願い致します。

◆和田・二ノ宮・中角・橋上地区を対象
とさせていただきます。

◆料金については、園の方までお問い合
わせ下さい。

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

（
第
２
回
）

日
　
時

　
１１
月
１３
日
（土）

　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

　
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

講
　
師

　
森
尾
靖
子
さ
ん

　
（
高
知
お
は
な
し
の
会
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

殺
虫
消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　
１１
月
２９
日
（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
（
公
民
館
・
図
書
館
・

歴
史
館
・
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
・

生
涯
学
習
課
）
が
ゴ
キ
ブ
リ
等
を

対
象
と
し
た
殺
虫
消
毒
を
行
う
た

め
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
日
は
職
員
（
管
理
人
も
含
む
）

も
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
ズ

　
〜
あ
な
た
が
い
る
風
景
〜

　
１０
月
２
日
（土）
に
宿
毛
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ヘ
ル
パ
ー
ズ
〜
あ
な

た
が
い
る
風
景
〜
」
が
公
演
さ
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ユ
ー
モ
ア
の
中
に
ち
り
ば
め
ら

れ
た
介
護
の
実
態
や
課
題
、
そ
し

て
そ
の
大
切
さ
。
私
た
ち
の
老
後

の
最
大
の
不
安
で
あ
る
介
護
に
つ

い
て
考
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
本
物
の
舞
台
の

迫
力
と
す
ば
ら
し
さ
を
十
二
分
に

堪
能
し
た
２
時
間
で
し
た
。

入 館  不 可

消 毒 中

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
家
庭
・
学
校
・
社
会
子
ど
も
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
法飯

野
た
か
ら
　
著

横
山
正
夫
　
監
修

自
由
国
民
社

■
社
会
貢
献
で
メ
シ
を
食
う
。

〜
だ
か
ら
、
僕
ら
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
め
ざ
す
〜

竹
井
善
昭
　
著

米
倉
誠
一
郎
　
監
修

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

■
だ
ま
し
絵
の
ト
リ
ッ
ク

〜
不
可
能
立
体
を
可
能
に
す
る
〜

杉
原
厚
吉
　
著
／
化
学
同
人

■
最
新
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
が
よ
〜
く

わ
か
る
本

〜
新
規
就
農
・
農
業
参
入
に
役
立

つ
情
報
満
載
〜

橋
本
哲
弥
　
著
／
秀
和
シ
ス
テ
ム

■
人
間
失
格
？

〜
「
罪
」
を
犯
し
た
少
年
と
社
会
を

つ
な
ぐ
〜

土
井
隆
義
　
著

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

　
少
年
た
ち
は
な
ぜ
罪
を
犯
す
の
か
？

　
そ
の
罪
は
彼
ら
だ
け
の
責
任
な

の
か
？
「
社
会
を
映
す
鏡
」
と
し
て
、

少
年
犯
罪
を
取
り
上
げ
、
モ
ン
ス

タ
ー
視
さ
れ
る
少
年
た
ち
と
、
社

会
と
の
関
係
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
探
る
。

■
地
形
の
大
研
究

〜
自
然
が
つ
く
っ
た
お
ど
ろ
き
の

形
〜

日
本
地
質
学
会
　
監
修

造
事
務
所
　
編
集
・
構
成

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　
大
変
動
、
火
山
、
断
層
、
氷
河
、

風
な
ど
、
自
然
の
は
た
ら
き
で
で

き
た
世
界
の
び
っ
く
り
地
形
や
日

本
の
ふ
し
ぎ
な
地
形
を
写
真
で
紹

介
。
そ
の
成
り
立
ち
や
仕
組
み
も

イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
や
さ
し
く
解

説
し
ま
す
。

■
大
き
な
運
転
席
図
鑑

〜
き
ょ
う
か
ら
ぼ
く
は
運
転
手
〜

学
研
教
育
出
版

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
発
売
）

■
は
れ
と
き
ど
き
あ
ま
の
じ
ゃ
く

矢
玉
四
郎
　
作
・
絵

　
岩
崎
書
店

■
ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
・
ス
ク
ー
ル
は

ま
す
ま
す
へ
ん
て
こ

ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
　
作

野
の
水
生
　
訳

偕
成
社

■
ぼ
く
な
に
を
た
べ
て
た
か
わ
か
る
？

み
や
に
し
た
つ
や
　
作
・
絵

鈴
木
出
版
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「
社
会
ル
ー
ル
」

　
咸
陽
島
公
園
を
国
の
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
を
使
っ
て
整
備

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
若
い
お
母

さ
ん
方
か
ら
子
ど
も
を
伸
び
伸
び

と
遊
ば
せ
る
場
所
が
な
い
と
の
指

摘
等
も
あ
り
、
こ
の
際
臨
時
交
付

金
事
業
に
該
当
し
た
の
で
、
シ
ャ

ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
建
屋
を
き
れ
い
に

し
て
大
き
な
砂
場
を
作
り
ま
し
た
。

今
後
樹
木
の
間
伐
も
し
て
、
広
々

と
し
た
、
明
る
い
公
園
に
し
て
市

民
の
皆
様
が
憩
え
る
場
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
今

夏
、
残
念
な
こ
と
に
ト
イ
レ
前
の

木
製
テ
ラ
ス
の
上
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
し
た
ら
し
く
、
テ
ラ
ス
に
引
火

し
黒
こ
げ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
床
下
に
置
い
て
あ
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
は
、
溶
け
て

い
ま
し
た
。
こ
の
場
所
で
火
気
を

使
用
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
に
な
る

か
、
ひ
と
つ
間
違
え
ば
火
事
に
な

り
、
施
設
が
全
焼
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
花
火
、

焼
肉
等
の
食
べ
か
す
、
ジ
ュ
ー
ス
・

ビ
ー
ル
の
空
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
な
ど
マ
ナ
ー
の

悪
さ
が
目
に
付
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
ト
イ
レ
の
便
器
の
中
に
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
ペ
ー
を
丸
ご
と
突
っ

込
ん
で
穴
を
詰
ま
ら
せ
る
な
ど
の

嫌
が
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
本
当

に
悲
し
く
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
市
民
が
、
安
心
し
て
清
潔
に

使
い
易
い
も
の
に
改
善
し
た
の
に
、

こ
う
い
う
仕
業
を
す
る
輩
は
許
し

難
い
市
民
の
敵
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
公
共
物
を
良
好
に
管
理
す
る

の
は
市
の
役
目
で
す
が
使
用
す
る

方
も
次
に
使
う
人
が
快
適
に
使
え

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
利
用
す
る
皆
様
に
は
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
る
な
ど
、
社
会
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
提
案
」

　
市
民
か
ら
一
次
産
業
の
大
切
さ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
一
人
で
農
業
を
さ
れ

て
い
る
方
が
高
齢
と
な
っ
て
農
業

を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
制
度
は
な
い
か
、
な
け
れ
ば
作

っ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
様
な
ケ
ー
ス
で
段
々
に
耕
作

さ
れ
な
い
土
地
が
増
え
て
く
る
と

食
糧
自
給
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
日
本
な
の
に
益
々
自
給
率

が
低
下
す
る
こ
と
を
憂
え
て
の
お

手
紙
で
も
あ
り
ま
し
た
。
全
く
同

感
で
、
当
市
と
し
て
も
耕
作
放
棄

地
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
新
規
に
農
業
を
や
っ
て

み
よ
う
、
あ
る
い
は
、
手
の
足
り

な
い
所
へ
お
手
伝
い
し
よ
う
と
い

う
方
々
が
お
ら
れ
た
ら
ど
う
か
市

の
方
に
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

「
熱
中
症
」

　
９
月
５
日
は
市
の
防
災
訓
練
で

し
た
。
新
港
ふ
頭
用
地
に
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
、
警
察
、
海
上
保

安
庁
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
ガ
ス
協
諸
々
の

関
係
者
に
御
参
集
訓
練
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
岸
域

の
方
々
に
は
津
波
避
難
訓
練
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

つ
来
る
か
わ
か
ら
ぬ
大
地
震
に
備

え
て
、
日
頃
の
訓
練
は
我
が
身
を

守
り
、
人
命
を
守
る
と
い
う
こ
と

で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
訓

練
ば
か
り
で
、
地
震
は
来
な
い
じ

ゃ
な
い
か
、
訓
練
は
し
ん
ど
い
ば

か
り
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、
い

ざ
と
い
う
時
の
備
え
で
す
か
ら
怠

り
の
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き

と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

も
訓
練
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
、

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
自
分
も

こ
の
訓
練
中
市
民
、
関
係
者
の
皆

様
の
対
応
を
し
っ
か
り
見
せ
て
い

た
だ
き
感
激
を
し
た
所
で
す
。
一

つ
の
反
省
は
事
後
の
片
付
け
で
し

た
。
皆
で
片
付
け
を
す
れ
ば
す
ぐ

済
む
こ
と
で
協
力
を
要
請
す
れ
ば

良
か
っ
た
も
の
を
、
終
わ
っ
て
か

ら
市
職
員
と
テ
ン
ト
や
積
ま
れ
た

土
嚢
の
片
付
け
に
炎
天
下
従
事
し

ま
し
た
。
消
防
工
法
で
積
み
築
か

れ
た
土
手
を
取
り
こ
わ
し
、
袋
の

砂
を
出
し
た
り
土
嚢
を
車
に
載
せ

た
り
は
し
ば
し
の
重
労
働
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
頭
が
重

く
倦
怠
感
が
一
週
間
程
続
く
と
い

う
軽
い
熱
中
症
状
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
異
常
な
暑
さ
で
私
と
同

じ
よ
う
な
症
状
を
呈
さ
れ
た
方
も

沢
山
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
は
涼
し
い
季
節
と

な
り
ま
す
。
気
候
、
気
温
の
変
化

時
は
体
調
を
崩
し
易
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
皆
様
に
は
、
体
調
管
理
を

十
分
し
て
い
た
だ
き
お
元
気
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
建
築
家
」

　
１０
月
２
日
宿
毛
大
使
中
尾
ミ
エ

さ
ん
の
主
宰
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ヘ
ル
パ
ー
ズ
宿
毛
公
演
が
四
国
で

は
初
め
て
宿
毛
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
東
京
で
観
て
感
動
し
、
是

非
宿
毛
の
方
々
に
観
て
も
ら
い
た

い
、
で
き
れ
ば
高
校
生
は
社
会
教

育
の
一
環
と
し
て
無
料
に
し
た
い

と
の
思
い
で
、
議
会
の
承
認
と
各

団
体
の
皆
様
に
御
協
力
を
い
た
だ

き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
大
変
良
か
っ
た
と
の
感
想

は
口
頭
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

感
想
を
高
校
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
一
般
の
観
劇
さ
れ
た
方
の
感

想
も
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
同
じ
日
に
建
築
界

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る
プ
リ

ツ
カ
ー
賞
を
今
年
度
受
賞
さ
れ
た
、

妹
島
和
世
・
西
沢
立
衛
先
生
が
宿

毛
に
来
ら
れ
、
宿
毛
小
学
校
周
辺

と
旧
市
街
地
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
翌
３
日
に
は
市
中
心
市
街

地
活
性
化
に
つ
い
て
お
二
人
の
こ

れ
ま
で
の
実
績
等
紹
介
さ
れ
な
が

ら
当
市
の
件
で
色
々
な
御
意
見
を

い
た
だ
く
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
両
氏
は
今
年
超
多
忙
な
中

を
こ
の
遠
い
宿
毛
ま
で
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
妹

島
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
た
ま

た
ま
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
、
学
校
建

築
の
話
が
出
た
の
で
、
学
校
の
改

築
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
市

と
し
て
何
か
良
い
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
け
る
の
で
は
と
６
月
の
東
京
出

張
の
折
に
人
を
介
し
て
面
会
し
て

小
１
時
間
程
お
話
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
今
回
の
来
宿
が
実

現
し
ま
し
た
。
御
参
会
の
市
民
の

方
々
に
は
感
銘
深
い
話
を
聞
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。



濆

１１
月
は

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

　
国
民
の
皆
さ
ん
に
公
的
年
金
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
年
金

制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
よ
う
、
１１
月
を
「
ね
ん
き

ん
月
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
各

種
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

《
主
な
取
組
内
容
》

○
出
張
相
談
等
の
積
極
的
展
開

　
各
年
金
事
務
所
に
お
い
て
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
市
町
村
、
農
協
、
ま
た
は
郵
便

局
を
利
用
し
た
出
張
相
談
の
実

施
・
大
学
構
内
に
お
け
る
出
張
相
談

の
実
施

・
社
会
福
祉
施
設（
老
人
ホ
ー
ム
等
）

等
に
お
け
る
出
張
相
談
の
実
施

○
公
的
年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
ご
意
見
募
集

　
ね
ん
き
ん
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
、
若
者
を
対
象
に
公

的
年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る

有
効
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
言

を
募
集
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
対
策

　
等

　
本
年
度
の
保
険
料
に
未
納
が
あ

る
方
へ
１１
月
中
に
納
付
書
を
送
付

し
、
市
場
化
テ
ス
ト
受
託
事
業
者

と
連
携
し
た
電
話
督
励
や
戸
別
訪

問
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

が
発
行
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　
　
大
切
に
保
管
を
！
〜

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。
こ
の
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
２２
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
本
年
１０
月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
来
年
の
１
月
下
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務

所
（
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６

１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
期

限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。）

　
課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方

に
は
、
毎
年
１１
月
上
旬
ま
で
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等
申

告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
１２

月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に

受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得

税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま

す
。
も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ

る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　※
年
金
額
が
１
０
８
万
円
（
６５
歳

以
上
の
方
は
１
５
８
万
円
）
未

満
の
方
に
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
月
の
年
金
相
談

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

に
よ
る
出
張
年
金
相
談
　
　
　
　

日
　
時

　
１１
月
１６
日
（火）
　
１０
時
〜
１５
時

　
（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所

　
宿
毛
市
役
所

受
　
付

　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時
３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
定
期

便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送
ら
れ
て

き
た
書
類
一
式
、
認
め
印
、
代

理
の
場
合
は
委
任
状
（
家
族
で

あ
っ
て
も
必
要
で
す
）
と
代
理

人
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２
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〈ホームページ〉 http://www.keiba.or.jp　〈i-mode〉 http://www.keiba.or.jp/i/

納
期
限

固 定 資 産 税 4期

国民健康保険税 5期

介 護 保 険 料 5期

後期高齢者医療保険料 5期

11

11月 6、7、12、13、20、21、27、28

4、5、11、12、18、19、24、2512月

30
（火）

30 市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
※お昼休みも納付できます。

28（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
11（木）
25（木）

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先
3（水）

6（土）

7（日）

8（月）
11（木）
12（金）

13（土）

14（日）

16（火）

18（木）

19（金）

20（土）

21（日）

23（火）
24（水）

25（木）

27（土）

28（日）

30（火）

西南高校女子バレーボール大会
幡多地区中学校女子バレーボール新人大会

婚活プロジェクト　Un fil rouge vol.2
　バーべキュー in 山里の家 プロデュース by YEG

宿毛市小中学校ＰＴＡ連合親睦球技大会
第55回 高松宮賜杯2部幡多支部予選（軟式野球）
ふれあい保育（体験入園）
夜間市税納付窓口開設日
宿毛市戦没者追悼式

ストーリーテリング講座
　講師：森尾靖子さん（高知おはなしの会）

寒蘭の里 とさ宿毛展示大会（～14日）

宿毛市クリーンデー
宿毛工業高校「国道清掃ボランティア」活動
第35回 幡多地区秋季卓球選手権大会
第55回 高松宮賜杯2部幡多支部予選（軟式野球）
宿毛川柳大会
第38回 宿毛市芸術祭
育児相談
ふれあい保育（体験入園）
出張年金相談

行政相談「定例相談日」

モラロジー１日セミナー
通学路安全の日
あいさつ・声かけ運動日

ピアふれあい21
　障害者とのふれあい交流

高知くろしおサッカー大会 ｉｎ 宿毛（～21日）
宿毛市体育協会　バドミントン大会
すくもの生産者直売会
チャリティー YAMATO ライブ in 宿毛
第17回 高知県武術太極拳交流大会
献　　血
子育て講演会
夜間市税納付窓口開設日

第4回 宿毛の歴史講座
　「宿毛の人材　ゆかりの史跡散策」

楠山公園の梅の木剪定
休日市税納付窓口開設日
第28回 高知県ミニバスケットボール冬季大会
橋上子ども和太鼓クラブ 10周年記念発表会
グラウンドゴルフ高知県大会

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛商工会議所　蕁63－3123

総合運動公園　蕁66－1467

各 保 育 園
税　務　課　蕁63－1115
福祉事務所　蕁63－1114

坂本図書館　蕁63－2654

商工観光課　蕁63－1119

環　境　課　蕁63－1697
宿毛工業高校　蕁66－0346

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛川柳会長（小島） 蕁66－1046
生涯学習課　蕁63－3394

宿毛幼稚園　蕁63－2914

市　民　課　蕁63－1112

松岡陽一　蕁66－0110
福田延治　蕁67－1778

総　務　課　蕁63－1111
青少年育成センター 蕁63－4197

宿毛授産園　蕁63－5651

総合運動公園　蕁66－1467

企　画　課　蕁63－1118

総合運動公園　蕁66－1467

保健介護課　蕁63－1113

税　務　課　蕁63－1115

宿毛歴史館　蕁63－5496

山 里 の 家　蕁64－7037
税　務　課　蕁63－1115
総合運動公園　蕁66－1467
土 田 章 雄　蕁63－5738
総合運動公園　蕁66－1467

宿毛市総合運動公園

宿毛商工会議所（集合）

宿毛市総合運動公園ほか

宿毛市野球場
市内 各保育園
市役所　税務課
宿毛文教センター

宿毛文教センター
（視聴覚室）

宿毛市総合運動公園

市内全域
国道56号線
宿毛市総合運動公園
宿毛市野球場
宿毛文教センター
宿毛市総合社会福祉センター

宿毛幼稚園

宿毛文教センター
小筑紫基幹集落センター

宿毛文教センター
市内全域
市内全域

宿毛市総合社会福祉センター

宿毛市総合運動公園

すくも84マリンターミナル
宿毛文教センター
宿毛市総合運動公園
ｅＶｅ宿毛店
宿毛市総合社会福祉センター
市役所 税務課

宿毛文教センター（集合）

楠山公園トイレ前駐車場（集合）
市役所 税務課
宿毛市総合運動公園
宿毛市総合社会福祉センター
宿毛市総合運動公園

8:30
8:30

9:00
9:00
9:30

17:15
10:30

13:00

13:00
8:00

9:00
9:00
9:00
9:00

12:30
9:00

10:00
10:00

13:00

19:30

10:30

13:00
9:00

10:00
18:30
10:00
12:30
14:20
17:15

13:30

8:30
9:00
9:30

13:30
8:30

市役所 第１会議室
（市民課で受付）

宿毛モラロジー事務所
蕁63－1038

イシザキ宿毛音楽教室
蕁63－5047

13日

14日

平成22年　11月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



濟

......................................................................................................................

今まで受けた回数

第１期を３回終了

こ れ か ら の 受 け 方

第２期として１回接種

第１期を未接種 第１期として３回接種

第１期を２回終了 第１期の追加接種として１回
接種

第１期を１回終了 第１期の２回目及び追加接種
として２回接種

　平成２２年４月１日より、新しい日本脳炎ワクチン
による第１期初回の積極的勧奨が再開されましたが、
今回、第２期の接種も再開されることとなりました。
また、平成１７年からの積極的勧奨の差し控えによ
り第１期の機会を逃された方も、第２期の対象年齢
にあたる方は、この期間に第１期として接種を受け
ることができます。

※第１期は生後６ヶ月から７歳６ヶ月の間に接種するも
ので、初回１・２回と追加接種の計３回で完了です。

※現在７歳６か月以上９歳未満の方は、第２期の対象年
齢になった際に接種できます。

※すべての接種を終えるまでに対象年齢を超えてしまう
場合は、任意接種（自費）となります。

接種方法

対象年齢
　接種時に９歳から１３歳未満の方

個別通知
　平成２２年度は、今年度３歳になるお子さんのみ
に個別通知が届きます。それ以外の年齢のお子さん
で予診票をお持ちでない方は、保健介護課までお問
い合わせください。

日本脳炎予防接種の第２期が再開されました

今日からさっそく介護予防

こんな困りごとないですか？

そんな方におすすめ♪
　市内９か所で毎月健康相談をしています。
　血圧測定・いきいき百歳体操を毎月実施。その他に、頭の働きを活発にする脳レクリエーション、口周
囲の筋力を保つためのかみかみ百歳体操などさまざまな内容を実施しています。また、栄養の話やフット
ケアなど、生活に役立つ講話も予定しています。
　ぜひ遊びに来てください。

実施場所
神有多目的集会所　山北集会所　小筑紫老人憩いの家　宇須々木公民館　宿毛文教センター
弘瀬老人憩いの家　古屋野老人憩いの家　沖の島開発総合センター　旧鵜来島小中学校
※１２月の実施日時については２７ページをご覧ください。希望者には年間予定表も配布しています。

【問い合わせ先】　保健介護課予防係　薑６３－１１１３　薨６３－０４１０

【問い合わせ先】　保健介護課保健衛生係　薑６３－１１１３　薨６３－０４１０

なんちゃない所でこけそ

うになる。足腰が弱らん

ように気をつけたい。

簡単に覚えれ

る体操はない

ろうか？

最近忘れっぽく

なった気がする。

どうしよう？

たまにはどっか

行きたいけど、

ためになるよう

なええ所がない

ろうか？

イラスト：おくだたけし
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12月 の 保 健 衛 生 事 業

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

15（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター
場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

7（火）
13（月）
16（木）
21（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

22（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

母子保健

成人保健

場 　 所 実 施 時 間日

1（水）

3（金）

8（水）

10（金）
13（月）
16（木）
24（金）

19：30～11：00
19：00～11：00
18：30～11：00
19：30～11：00
19：00～10：00
11：30～14：00
19：30～11：00
10：00～11：30
11：30～14：00
18：30～11：00

山 北 集 会 所
宇 須 々 木 公 民 館
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
神 有 多 目 的 集 会 所
古 屋 野 老 人 憩いの 家
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
小 筑 紫 老 人 憩いの 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター
旧 鵜 来 島 小 中 学 校

［健康相談］

場 　 所 集 合 時 間日

13（月）

14（火）

10：00
14：00
10：00
14：00

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

宿毛文教センター（予備日）

［大腸がん検診］

場 　 所 集 合 時 間日

10（金）
10：00～11：00
13：00～14：00

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

［子宮がん検診］今年度最終！

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん（乳房エックス線）検診］

17（金）
人数制限があるため予約
制です。受付時間は個人
通知でお知らせします。

宿毛市総合社会福祉センター

●平成22年度実施の各種検診等の申し込みをされていない方は、
実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

各種検診はどこでも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした簡
単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

健康相談はどこでも受けることができます。

【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

犬の引取り

●犬の引取りを希望される方は保健介護課までご連絡ください。
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発
行
／
宿
毛
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編
集
／
企
画
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薑
６
３
―

１
１
１
８
 

薨
６
３
―

０
１
７
４

平
成
22
年
11
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
日
発
行
）

寒
蘭
の
里
　

と
さ
宿
毛
展
示
大
会

　
豊
雪
、
日
光
等
品
種
別
に

１３
部

門
へ
出
品
さ
れ
た
寒
蘭
全
て
を
展

示
し
、
部
門
ご
と
に
審
査
さ
れ
選

ば
れ
た
各
賞
の
発
表
も
行
い
ま
す
。

そ
の
他
自
然
石
の
展
示
、
即
売
コ

ー
ナ
ー
お
よ
び
お
茶
会
（

１４
日
の

み
）
を
行
う
予
定
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月

１３
日

（土）
　

１３
時
〜

１７
時

　
１１
月

１４
日

（日）
　
８
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
市
民
体
育
館
武
道
場

主
　
催

寒
蘭
の
里
と
さ
宿
毛
展
示
大
会

実
行
委
員
会

共
　
催

宿
毛
市
、土
佐
愛
蘭
会
宿
毛
支
部
、

宿
毛
愛
石
玉
水
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ラ
イ
ブ
in
宿
毛

日
　
時

　
１１
月

２１
日

（日）

　
開
演
　

１８
時

３０
分
〜

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

入
場
料

 
一
般
　
１
、０
０
０
円

 
学
生
　
　
　

５
０
０
円

　
※
当
日
は
５
０
０
円
増
し
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

中
央
公
民
館
、
南
海
楽
器
、
イ

シ
ザ
キ
宿
毛
音
楽
教
室

主
 

催

　
さ
く
ら
の
里
文
化
振
興
会

後
 

援

　
宿
毛
市
教

 
育
委
員
会
、

　
ひ
か
り
共

 
同
作
業
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
イ
シ
ザ
キ
宿
毛
音
楽
教
室

　
蕁
６
３
―

５
０
４
７

第
１７
回
高
知
県
武
術
太
極
拳
交

流
大
会

日
　
時

　
１１
月

２３
日

（火）

　
１０
時
〜

１６
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

内
　
容

入
門
太
極
拳
、
初
級
太
極
拳
、

２４

式
太
極
拳
、
無
料
講
習
会
な
ど

主
　
催

宿
毛
太
極
拳
ク
ラ
ブ
、
四
万
十

市
太
極
拳
協
会

後
　
援

譛
高
知
県
体
育
協
会
、
高
知
県

教
育
委
員
会
、
宿
毛
市
教
育
委

員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
武
術
太
極
拳
連
盟

　
蕁
０
８
８
―

８
４
０
―

７
４
５
０

橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
１０

周
年
記
念
発
表
会

　
橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
は
、

今
年
で

１０
周
年
を
迎
え
、
現
在
、橋

上
町
内
の
小
中
学
生
、
高
校
生
の

２７
名
が
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

２８
日

（日）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

主
　
催

　
橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ

後
　
援

宿
毛
市
教
育
委
員
会
、
高
知
新

聞
社

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
田
章
雄

　
蕁
６
３
―

５
７
３
８
（
夜
間
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
譖
宿
毛
市
観
光
協
会

　
蕁
６
３
―

０
８
０
１

第10回 大賞作品

　
宿
毛
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
だ
る
ま

夕
日
」
や
、
海
・
川
・
山
な
ど
の

自
然
の
風
物
詩
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、

祭
り
な
ど
、
宿
毛
市
に
関
す
る
写

真
を
大
募
集
し
ま
す
。

主
　
催

　
譖
宿
毛
市
観
光
協
会

応
募
締
切

　
平
成

２３
年
２
月

１７
日

（木）
（
必
着
）

募
集
部
門

「
だ
る
ま
夕
日
部
門
」
「
宿
毛
の

四
季
部
門
」
「
旅
行
者
ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
部
門
」

※
旅
行
者
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
部

門
は
市
外
の
観
光
客
対
象

賞
だ
る
ま
夕
日
大
賞
１
点
、
宿
毛

の
四
季
大
賞
１
点
、
ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
大
賞
１
点
、
金
賞
２
点
・

銀
賞
２
点
（
だ
る
ま
夕
日
・
四

季
部
門
各
１
点
）
、
入
選

１０
点
・

佳
作

１０
点
（
だ
る
ま
夕
日
・
四

季
部
門
各
５
点
）、
ト
ラ
ベ
ラ
ー

ズ
賞
５
点
（
旅
行
者
ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
部
門
）

審
査
員

　
前
田
　
博
史
　
氏

宿毛湾だるま夕日部門
「冬の風物」竹内良弘

宿毛の四季部門
「ふるさとの夜明け」金村廣子

「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
」
お
よ
び

「
宿
毛
の
四
季
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
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